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「
軍
神
」（
い
く
さ
が
み
）考

SA
E

K
I Shin’ ichi 

﹇
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﹈
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じ
め
に

❶
軍
記
物
語
と
首
を
ま
つ
る
対
象
と
し
て
の「
軍
神
」

❷『
梁
塵
秘
抄
』と「
軍
神
」の
神
格

❸
兵
法
書
な
ど
に
見
え
る「
軍
神
」と
儀
礼

❹
中
世
後
期
に
お
け
る「
軍
神
」の
神
名

❺「
軍
神
」と「
血
祭
り
」

お
わ
り
に

佐
伯
真
一

　
「
軍
神
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
考
え
る
。「
軍
神
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
と
し
て
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
見

え
る
も
の
が
古
く
、
次
い
で
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
に
若
干
の
例
が
あ
る
。
中
世
後
期
に
は
、
兵
法

書
の
類
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
従
来
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
「
軍
神
」
と
、『
梁
塵
秘
抄
』
に

見
え
る
「
軍
神
」、
兵
法
書
の
類
に
見
え
る
「
軍
神
」
を
、
基
本
的
に
同
じ
範
疇
の
中
で
捉
え
よ
う
と
し
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
者
は
内
容
的
に
重
な
り
合
う
こ
と
が
少
な
く
、
一
旦
切
り
離
し
て
、
別
の
も

の
と
し
て
扱
う
と
こ
ろ
か
ら
考
察
を
始
め
る
方
が
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。

　

ま
ず
、軍
記
物
語
の
「
軍
神
」
に
つ
い
て
。『
平
家
物
語
』
で
は
数
例
見
ら
れ
、諸
本
に
異
同
が
あ
る
が
、概
ね
、

合
戦
で
敵
の
首
を
取
る
こ
と
を
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い
う
表
現
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
保

元
物
語
』
金
刀
比
羅
本
や
『
太
平
記
』、
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
な
ど
に
も
類
似
の
例
が
見
ら
れ
る
。
首
を
取

る
こ
と
を
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
表
現
す
る
の
は
、
武
士
た
ち
が
か
つ
て
実
際
に
首
を
生
贄
に
供
え
て
い
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
そ
う
し
た
実
感
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
強
い
が
、
首

を
祀
る
儀
礼
の
実
態
は
不
明
で
あ
り
、「
軍
神
」
と
し
て
特
定
の
神
格
を
祀
る
様
子
は
窺
え
な
い
。

　

ま
た
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
関
よ
り
東
の
軍
神
、
鹿
島
香
取
諏
訪
の
宮
…
」
な
ど
と
歌
わ
れ
る
「
軍
神
」
は
、

軍
事
的
・
武
的
性
格
を
帯
び
た
神
々
を
列
挙
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
各
々
の
神
が
な
ぜ
「
軍
神
」
と
さ
れ
る
の

か
は
、
不
明
な
点
も
多
い
。
と
も
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
神
々
が
、
近
在
以
外
の
武
士
一
般
に
、
戦
場
で
「
軍
神
」

と
し
て
祀
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
う
し
た
「
軍
神
」
は
、
軍
記
物
語
に
描
か
れ
る
よ
う
な
、
合
戦

現
場
で
首
を
取
っ
て
祀
る
対
象
と
な
る
「
軍
神
」
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

  

次
に
、
鎌
倉
時
代
成
立
と
見
ら
れ
る
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
を
は
じ
め
、
い
わ
ゆ
る
兵
法
書
に
は
、「
軍
神
」

が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
の
「
軍
神
」
記
述
の
最
も
中
心
と
な
る
の
は
軍
神
勧
請
の
記
述
だ
が
、そ
れ
は
『
出

陣
次
第
』
な
ど
に
共
通
す
る
と
同
時
に
、
兵
法
書
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
『
鴉
鷺
物
語
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
軍
記
物
語
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
敵
の
首
を
「
軍
神
」
に
祀
る
と
い
う
記
述
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
（
皆
無
で
は
な
い
こ
と
は
後
述
）。

　

ま
た
、
兵
法
書
な
ど
で
祈
願
対
象
と
さ
れ
る
神
名
は
、
空
想
的
な
も
の
も
含
め
て
非
常
に
雑
多
で
、
摩
利
支

天
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
仏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
九
万
八
千
の
軍
神
」
と
い
っ
た
表
現
も

し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
に
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
歌
わ
れ
た
よ
う
な
、
鹿
島
・

香
取
・
諏
訪
と
い
っ
た
日
本
古
来
の
在
地
の
「
軍
神
」
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
伊
勢
貞
丈
『
軍
神
問
答
』
は
、

兵
法
書
的
な
世
界
に
登
場
す
る
「
九
万
八
千
軍
神
」
と
い
っ
た
説
や
、
摩
利
支
天
な
ど
の
神
仏
を
「
軍
神
」
と

し
て
祀
る
こ
と
を
否
定
し
て
、「
日
本
の
軍
神
」
と
し
て
は
「
大
己
貴
命
、武
甕
槌
命
、経
津
主
命
」
を
挙
げ
る
。

『
梁
塵
秘
抄
』
の
挙
げ
る
鹿
島
・
香
取
と
い
っ
た
「
軍
神
」
認
識
に
近
い
。
貞
丈
の
記
述
か
ら
逆
説
的
に
明
ら

か
に
な
る
こ
と
は
、
中
世
の
武
士
た
ち
の
「
軍
神
」
信
仰
が
、『
梁
塵
秘
抄
』
と
伊
勢
貞
丈
を
結
ぶ
よ
う
な
日

本
在
来
の
正
統
的
な
神
祇
信
仰
で
は
な
く
、
荒
神
信
仰
な
ど
を
含
む
雑
多
な
信
仰
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
、
密
教
な
い
し
修
験
の
信
仰
や
陰
陽
道
な
ど
が
複
雑
な
習
合
を
遂
げ
、
合
戦
に
お
け
る
勝
利
と

い
う
武
士
の
切
実
な
要
求
に
応
じ
て
、
民
間
の
宗
教
者
が
種
々
の
呪
術
的
信
仰
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
「
軍
神
」
と
、
兵
法
書
の
類
に
見
え
る
そ
れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て

き
た
が
、
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
に
見
え
る
「
九
万
八
千
の
軍
神
の
血
ま
つ
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
両
者
を
つ

な
ぐ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
兵
法
書
に
お
い
て
も
、『
訓
閲
集
』
に
は
巻
十
「
首
祭
り
の
法
」
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
「
軍
神
へ
首
を
祭
る
」
儀
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
数
少
な
い
な
が
ら
、
軍
記
物
語
に
描
か

れ
た
「
軍
神
」
の
後
継
者
と
も
い
え
よ
う
か
。
こ
う
し
た
「
血
祭
り
」
の
実
態
は
未
詳
だ
が
、
そ
こ
で
、
中
国

古
典
と
の
関
連
を
考
え
る
必
要
に
逢
着
す
る
。
言
葉
の
上
で
は
、
と
り
あ
え
ず
漢
語
「
血
祭
」（
ケ
ッ
サ
イ
）

と
の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本
の
「
血
祭
り
」
と
は
関
連
の
薄
い
も
の
と
思
わ
れ

る
も
の
の
、『
後
漢
書
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
人
を
殺
し
て
そ
の
血
を
鼓
に
塗
る
と
い
う
、「
釁
鼓
」（
キ
ン
コ
）

に
は
、
日
本
の
「
血
祭
り
」
と
の
類
似
性
を
考
え
る
事
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

軍
記
物
語
に
見
え
る
、
首
を
ま
つ
る
「
軍
神
」
が
、
神
に
生
贄
を
供
え
る
感
覚
に
基
づ
く
言
葉
で
あ
る
か
ど

う
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
そ
う
し
た
言
葉
の
広
が
り
や
兵
法
書
の
類
の
精
査
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
全
体
に
お

け
る
同
様
の
事
例
の
検
討
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
軍
神
、
軍
記
物
語
、
武
士
、
兵
法
書
、
血
祭
り

Consideration on the Term
 “

Ikusagam
i”（

G
od of W

ar）
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は
じ
め
に

  

「
軍
神
」（
い
く
さ
が
み
）
と
い
う
前
近
代
の
言
葉
が
あ
る
。
武
士
の
精
神
・
信
仰

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
素
材
た
り
得
る
は
ず
だ
が
、
従
来
、
十
分

な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
言
葉
は
、『
平
家
物
語
』
な
ど
の

軍
記
物
語
に
断
片
的
に
用
い
ら
れ
る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
お
い

て
神
の
名
を
列
挙
し
つ
つ
歌
わ
れ
、
さ
ら
に
他
方
で
は
中
世
後
半
か
ら
近
世
の
兵
法

書
類
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
実
践
的
な
呪
術
な
ど
の
記
述
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
「
軍
神
」
が
、
漠
然
と
一
つ
の
範
疇
の
中
で
と
ら
え
ら
れ

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
1
（

）
の
「
い
く
さ
が
み
【
軍
神
】」
項
は
、

武
運
を
つ
か
さ
ど
る
神
。
戦
い
に
勝
利
を
も
た
ら
す
神
。
武
甕
槌
神
（
た
け
み

か
ず
ち
の
か
み
＝
鹿
島
神
宮
の
祭
神
）、
経
津
主
神
（
ふ
つ
ぬ
し
の
か
み
＝
香

取
神
宮
の
祭
神
）
の
二
神
が
古
来
も
っ
と
も
尊
崇
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
後

武
家
に
お
い
て
は
北
斗
七
星
、
摩
利
支
天
、
勝
軍
地
蔵
、
不
動
明
王
、
ま
た
、

八
幡
大
神
な
ど
を
も
ま
つ
る
。
弓
矢
の
神
。
軍
神
。
武
神
。

と
い
う
解
説
の
後
に
、用
例
と
し
て
、『
梁
塵
秘
抄
』、『
平
家
物
語
』、金
刀
比
羅
本
『
保

元
物
語
』、『
日
葡
辞
書
』
を
挙
げ
る
（
各
々
の
用
例
に
つ
い
て
は
後
述
）。
解
説
の

内
容
は
兵
法
書
類
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
具
体
的
神
格
を
も
多
く
交
え
た
も
の
だ
が
、

用
例
と
し
て
は
軍
記
物
語
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
角
川
古
語
大
辞
典
）
2
（

』
の
「
い
く
さ
が
み
【
軍
神
】」
項
で
は
、

戦
勝
や
武
運
を
祈
願
す
る
神
。『
梁
塵
秘
抄
・
四
句
神
歌
』
に
は
「
関
よ
り
東

の
い
く
さ
か
み
鹿
島
か
ん
ど
り
（
＝
香
取
）
諏
訪
の
宮
」
と
あ
り
、
鹿
島
神
宮

の
祭
神
、
建
御
雷（
た
け
み

か
づ
ち
）神
や
香
取
神
宮
の
経
津
主
神（
ふ
つ
ぬ
し

の
か
み

）は
古
く
か

ら
武
神
的
な
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
軍
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
中
世
に
は
八

幡
大
菩
薩（
は
ち
ま
ん
だ

い
ぼ
さ
つ

）な
ど
の
多
く
の
神
々
が
軍
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
ら
し

く
、「
茅
の
葉
に
て
酒
を
そ
ゝ
ひ
で
九
万
八
千
の
、い
く
さ
神
に
手
向
け
、勧
請
、

つ
ね
の
ご
と
し
〔
鴉
鷺
物
語
・
九
〕」
と
見
え
る
。『
兵
将
陣
訓
要
略
鈔
』
に
は
「
一

　

軍
神
勧
請
音
声
の
事　

此
軍
神
、
軍
天
を
勧
請
し
奉
る
音
を
日
本
の
風
俗
に

は
時
作
と
申
侍
、
曳
（々
え
い
え
い
）の
声
を
出
し
侍
る
に
初
は
ひ
き
く
よ
は
く
、
終

高
く
強
く
作
る
可
し
」
と
か
、
旗
に
は
「
神
の
御
名
は
家
々
に
依
て
替
る
べ
け

れ
ど
も
、
先
日
城
鎮
守
、
殊
に
は
軍
神
の
故
、
帰
命
八
幡
大
菩
薩
と
書
奉
る
也
」

と
か
、
種
々
の
故
実
を
説
く
。

と
、
兵
法
書
を
含
む
詳
細
な
解
説
を
加
え
、
そ
の
後
に
、
用
例
と
し
て
、『
平
家
物
語
』

と
謡
曲
「
烏
帽
子
折
」
を
引
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
国
史
大
辞
典
）
3
（

』の「
い
く
さ
が
み　

軍
神
」項
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

戦
勝
と
武
人
守
護
の
神
。
古
代
か
ら
鹿
島
神
宮
の
武
甕
槌
（
た
け
み
か
ず
ち
）

神
と
香
取
神
宮
の
経
津
主
（
ふ
つ
ぬ
し
）
神
は
東
北
平
定
の
神
と
さ
れ
、
ま
た

武
道
の
神
と
な
っ
た
。
八
幡
神
は
源
頼
義
・
義
家
以
来
の
崇
敬
に
よ
り
源
氏

の
氏
神
に
な
り
、
代
表
的
な
武
神
と
し
て
全
国
に
多
数
の
分
社
が
勧
請
さ
れ

た
。
石
上
神
宮
や
諏
訪
神
社
も
顕
著
な
軍
神
で
あ
る
。
仏
教
系
で
は
ま
た
摩

利
支
天
・
勝
軍
地
蔵
・
不
動
明
王
・
千
手
観
音
な
ど
同
じ
意
味
で
信
仰
さ
れ
た
。

（
平
井
直
房
）

　

以
上
の
よ
う
な
辞
典
類
の
解
説
か
ら
得
ら
れ
る
理
解
は
、
戦
勝
や
武
運
を
祈
願
す

る
対
象
と
し
て
、
一
貫
し
た
性
格
で
捉
え
ら
れ
る
「
軍
神
」
と
い
う
概
念
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
格
が
存
在
し
、
時
代
に
よ
っ
て
も
種
々
の
変
化
が

あ
っ
た
―
―
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
把
握
の
し
か
た

は
、
果
た
し
て
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
言
葉
の
用
例
に
即
し
つ
つ
、
そ
れ
を
検

討
す
る
基
本
的
な
視
座
の
設
定
の
し
か
た
自
体
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
が
、
小
稿
の

目
的
で
あ
る
。

❶
軍
記
物
語
と
首
を
ま
つ
る
対
象
と
し
て
の「
軍
神
」



9

［「軍神」（いくさがみ）考］……佐伯真一

　

ま
ず
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
軍
神
」
の
用
例
を
検
討
す
る
。
諸
本
の
中
か
ら
、

延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記
（
以
下
「
盛
衰
記
」）・
覚
一
本
を
と
り
あ
げ
る
）
4
（

。

　

延
慶
本
・
長
門
本
で
は
、
全
巻
を
通
じ
て
各
々
一
例
ず
つ
し
か
検
出
し
得
て
い
な

い
。
延
慶
本
で
は
、
第
六
本
（
巻
一
一
）・
四
「
判
官
勝
浦
ニ
付
テ
合
戦
ス
ル
事
」
一
〇

オ
で
、
阿
波
の
勝
浦
に
上
陸
し
た
義
経
が
、
桜
間
良
遠
に
出
会
っ
た
場
面
で
、
次
の

よ
う
に
言
っ
た
と
あ
る
。

キ
ヤ
ツ
バ
ラ
ハ
可
然
一
者
ニ
テ
ハ
無
リ
ケ
リ
。
一
々
ニ
頸
切
懸
テ
軍
神
ニ
祭
レ
ヤ
。

  

長
門
本
の
例
も
巻
一
八
「
勝
浦
着
給
事
」
に
お
け
る
義
経
の
言
葉
だ
が
、
場
面
も

内
容
も
全
く
異
な
る
。
長
門
本
で
は
、
渡
辺
か
ら
船
出
し
よ
う
と
す
る
際
、
嵐
の
た

め
に
船
出
を
た
め
ら
う
水
手
・
梶
取
に
対
し
て
、
怒
っ
た
義
経
が
次
の
よ
う
に
言
っ

た
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
ま
く
ら
殿
の
御
代
官
と
し
て
、
ち
よ
く
せ
ん
を
う
け
給
は
る
よ
し
つ
ね
が
下

知
を
、
た
び
た
び
か
へ
す
は
、
を
の
れ
ら
こ
そ
朝
敵
な
れ
。
き
や
つ
ば
ら
が
首

を
き
り
て
、
い
く
さ
神
に
ま
つ
れ
や
。

　

さ
て
、
延
慶
本
・
長
門
本
で
は
こ
れ
ら
一
例
ず
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、

盛
衰
記
で
は
五
例
を
検
出
し
得
る
。
A
〜
E
の
記
号
を
付
け
て
示
す
が
、
そ
の
う
ち

三
例
（
C
D
E
）
が
、
や
は
り
勝
浦
合
戦
周
辺
の
記
事
で
あ
り
、
特
に
C
は
延
慶
本

の
例
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

A
巻
三
五
「
巴
関
東
下
向
」。
義
仲
と
共
に
敗
走
す
る
巴
が
内
田
三
郎
家
吉
に
出
会

っ
た
場
面
。

巴
ハ
、「
一
陣
ニ
進
ム
ハ
剛
者
、
大
将
軍
ニ
非
ズ
共
、
物
具
毛
ノ
面
白
ニ
、
押

並
テ
組
、
シ
ヤ
首
ネ
ヂ
切
テ
軍
神
ニ
祭
ン
」
ト
思
ケ
ル
コ
ソ
遅
カ
リ
ケ
レ
、
手

綱
カ
イ
ク
リ
歩
セ
出
ス
。

B
巻
三
七
「
義
経
落
二
鵯
越
一
」。
一
ノ
谷
の
背
後
、
篠
ガ
谷
で
敵
に
出
会
っ
た
義
経

の
言
葉
。

此
奴
原
ハ
平
家
ノ
雑
兵
ニ
コ
ソ
有
ラ
メ
。
一
々
ニ
搦
捕
テ
頸
ヲ
切
、
軍
神
ニ

祭
レ
。

C
巻
四
二
「
義
経
解
レ
纜
向
二
四
国
一
」。
勝
浦
に
上
陸
、
桜
間
良
連
に
出
会
っ
た
義

経
の
言
葉
。

此
奴
原
ハ
近
国
ノ
歩
兵
ニ
コ
ソ
有
メ
レ
。
若
者
共
責
入
テ
、
一
々
ニ
首
切
懸
テ

軍
神
ニ
奉
レ
。

D
巻
四
二
「
義
経
解
レ
纜
向
二
四
国
一
」。
右
の
桜
間
良
連
と
の
合
戦
に
勝
っ
た
義
経

勢
の
描
写
。

頸
ド
モ
四
五
十
切
懸
テ
奉
二
軍
神
一
、
悦
ノ
時
二
度
造
リ
、「
西
国
ノ
軍
ノ
手
合

也
、
物
能
々
々
」
ト
ゾ
勇
ニ
ケ
ル
。

E
巻
四
二
「
勝
浦
合
戦
」。
右
の
桜
間
良
連
に
続
く
、
桜
間
良
遠
と
義
経
勢
の
戦
い

の
描
写
。

良
遠
ヲ
延
サ
ン
ト
テ
、
家
子
郎
等
三
十
余
騎
残
留
テ
防
矢
射
ケ
ル
ガ
、
一
々

搦
捕
レ
テ
、
忽
ニ
被
レ
刎
レ
首
、
被
レ
祭
二
軍
神
一
。

　

さ
ら
に
、
覚
一
本
で
は
三
例
を
見
い
だ
し
得
る
。
a
〜
c
の
記
号
を
付
け
て
示
す

が
、
そ
の
う
ち
b
は
、
右
の
延
慶
本
や
盛
衰
記
の
C
D
E
と
同
様
に
勝
浦
合
戦
の
場

面
で
あ
り
、
特
に
盛
衰
記
の
D
と
類
似
す
る
。　
　
　
　
　
　

a
巻
九
「
宇
治
川
先
陣
」。
宇
治
川
を
渡
り
、
長
瀬
判
官
代
重
綱
に
出
会
っ
た
畠
山

重
忠
の
描
写
。

畠
山
「
け
ふ
の
い
く
さ
神
い
は
ゝ
ん
」
と
て
、
を
し
な
ら
べ
て
む
ず
と
と
（
ツ
）

て
引
お
と
し
、
頸
ね
ぢ
き
（
ツ
）
て
、
本
田
次
郎
が
鞍
の
と
（
ツ
）
つ
け
に
こ
そ
つ

け
さ
せ
け
れ
。

b
巻
一
一
「
勝
浦
付
大
坂
越
」。
勝
浦
合
戦
に
勝
っ
た
義
経
の
描
写
。

判
官
ふ
せ
き
矢
ゐ
け
る
兵
共
廿
余
人
が
頸
き
り
か
け
て
、
い
く
さ
神
に
ま
つ

り
、
悦
の
時
を
つ
く
り
、「
門
で
よ
し
」
と
ぞ
の
給
ひ
け
る
。

c
巻
一
二
「
判
官
都
落
」。
都
落
ち
し
た
義
経
が
、
太
田
太
郎
頼
基
と
戦
う
場
面
。

判
官
頸
ど
も
き
り
か
け
て
、
戦
神
に
ま
つ
り
、「
門
出
よ
し
」
と
悦
で
、
だ
い
も
つ

の
浦
よ
り
船
に
の
（
ツ
）
て
下
ら
れ
け
る
が
（
以
下
略
）

以
上
、
あ
る
程
度
重
複
す
る
が
、
こ
の
四
本
で
一
〇
例
ほ
ど
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
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い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
、
合
戦
な
い
し
一
連
の
行
動
の
手
始
め
に
敵
の
首
を
取
っ
て

「
軍
神
」
に
捧
げ
る
と
い
う
場
面
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
場
面
を
現
出
し
よ
う
と

す
る
際
の
記
述
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
）
5
（

。
覚
一
本
の
a
で
は
、「
軍
神
に
ま

つ
る
」
あ
る
い
は
「
軍
神
を
い
わ
う
」
行
為
と
し
て
、
首
を
取
る
行
為
以
上
の
こ
と

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
盛
衰
記
の
Ａ
も
同
様
に
読
め
る
が
、
延
慶
本

の
例
や
盛
衰
記
の
C
・
D
、覚
一
本
の
b
・
c
は
、い
ず
れ
も
「
首
を
き
り
か
け
」
る
、

即
ち
敵
の
首
を
取
っ
て
さ
ら
す
（
梟
首
す
る
）
こ
と
を
以
て
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
こ

と
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
長
門
本
の
例
は
や
や
特
殊
だ
が
、「
合
戦
に
お
い
て

軍
神
に
ま
つ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
首
を
切
る
ぞ
」と
い
っ
た
脅
迫
と
解
さ
れ
る
の
で
、

そ
う
し
た
用
法
に
準
ず
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
多
く
の
用
例
が
勝
浦

合
戦
前
後
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

同
様
の
記
述
は
、他
の
軍
記
物
語
に
も
見
出
せ
る
。『
保
元
物
語
』金
刀
比
羅
本〔
岩

波
旧
大
系
〕
で
は
、
一
例
見
ら
れ
る
。
巻
中
「
白
河
殿
へ
義
朝
夜
討
ち
に
寄
せ
ら
る

る
事
」
に
お
い
て
、伊
藤
五
・
六
兄
弟
と
対
峙
し
た
為
朝
が
、当
初
は
矢
を
惜
し
む
が
、

伊
藤
兄
弟
は
平
家
の
重
要
な
郎
等
で
あ
る
と
聞
い
て
、「
さ
ら
ば
軍
神
に
ま
つ
り
捨

よ
」
と
言
っ
て
矢
を
放
つ
。
そ
の
矢
は
伊
藤
六
の
体
を
射
抜
い
た
上
、
伊
藤
五
に
も

立
つ
と
い
う
著
名
な
場
面
で
あ
る
。
や
は
り
合
戦
の
端
緒
の
場
面
で
あ
り
、
首
を
取

ろ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
敵
を
討
ち
取
っ
て
軍
神
に
ま
つ
る
と
い
う
文
脈
で

あ
る
。
こ
の
為
朝
の
言
葉
は
、
半
井
本
・
文
保
本
・
京
図
本
・
古
活
字
本
に
は
な
く
、

『
保
元
物
語
』
他
諸
本
で
は
、今
の
と
こ
ろ
「
軍
神
」
の
用
例
を
検
出
し
得
て
い
な
い
。

『
平
治
物
語
』
諸
本
に
も
検
出
し
得
な
い
。

　
『
太
平
記
』
に
も
一
例
を
見
出
せ
る
。
巻
六
「
赤
坂
合
戦
事
」
に
お
い
て
、
降
伏

し
た
赤
坂
城
の
兵
に
対
す
る
長
崎
師
宗
の
処
置
を
、次
の
よ
う
に
描
く
場
面
で
あ
る
。

日
ヲ
経
テ
京
都
ニ
着
シ
カ
バ
、
六
波
羅
ニ
誡
置
テ
、「
合
戦
ノ
事
始
ナ
レ
バ
、

軍
神
ニ
祭
テ
人
ニ
見
懲
サ
セ
ヨ
」
ト
テ
、
六
条
河
原
ニ
引
出
シ
、
一
人
モ
不
レ

残
首
ヲ
刎
テ
被
レ
懸
ケ
リ
〔
岩
波
旧
大
系
〕。

引
用
は
流
布
本
に
よ
っ
た
が
、
神
宮
徴
古
館
本
・
西
源
院
本
・
玄
玖
本
・
天
正
本
な

ど
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
（
神
田
本
・
京
大
本
は
該
当
部
欠
巻
）。
や
は
り
、「
合
戦
ノ

事
始
」
を
意
識
し
た
例
で
あ
り
、「
軍
神
ニ
祭
」
る
こ
と
が
梟
首
を
明
確
に
指
し
て

い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
巻
下
〔
岩
波
新
大
系
〕
に
は
、
右
の
諸
例
と
類
似

し
つ
つ
、
や
や
異
な
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
京
都
へ
向
か
う
北
条
時
房
が
橋
本
宿
に

着
い
た
と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
方
か
ら
離
反
し
た
玄
蕃
太
郎
を
討
つ
よ
う
、
打
田
三
郎
に

命
ず
る
。
打
田
三
郎
は
「
石
墓
」（
未
詳
。
あ
る
い
は
現
豊
橋
市
高
師
石
塚
町
あ
た

り
か
）
で
玄
蕃
太
郎
を
討
ち
、首
を
取
っ
て
、「
本
野
原
ニ
竿
ヲ
結
テ
ゾ
、カ
ケ
テ
帰
」

っ
た
（
本
野
原
は
現
豊
川
市
市
田
町
本
野
原
あ
た
り
）。
そ
こ
で
、
喜
ん
だ
北
条
時

房
は
、「『
時
房
、
今
度
ノ
軍
ニ
ハ
ヤ
打
勝
タ
リ
』
ト
テ
、
上
差
抜
テ
軍
神
ニ
ゾ
奉
ラ

レ
ケ
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
活
字
本
や
前
田
家
本
の
該
当
部
で
は
、
こ
の
記
述

を
欠
く
。
こ
の
場
合
、
京
方
と
戦
う
前
哨
戦
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
戦
の
手
始
め

と
い
う
性
格
は
右
の
諸
例
と
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
敵
の
首
を
取
っ
て
梟
首

す
る
行
為
の
後
に
「
軍
神
」
を
ま
つ
る
点
も
右
の
諸
例
に
類
似
す
る
。
軍
神
を
ま
つ

る
主
体
が
、
自
ら
戦
っ
た
わ
け
で
は
な
く
橋
本
宿
で
待
機
し
て
い
た
北
条
時
房
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
上
差
の
矢
を
軍
神
に
奉
っ
た
と
描
か
れ
る
点
は
独
自
で
あ
る
と
い

え
よ
う
が
、
そ
れ
は
、
右
の
諸
例
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
首
を
「
き
り
か
け
」
る
行

為
と
一
連
の
行
動
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、南
北
朝
頃
ま
で
の
軍
記
物
語
に
見
ら
れ
る
「
軍
神
」
の
用
例
を
見
て
き
た
。

代
表
的
な
軍
記
物
語
の
範
囲
で
は
、
こ
の
他
、
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
に
例
が
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
右
と
は
大
き
く
性
格
が
異
な
る
た
め
、
後
述
す
る
。
右
に
見
て
き

た
範
囲
の
用
例
は
、
主
に
合
戦
の
手
始
め
に
敵
の
首
を
取
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
さ
ら
す
こ
と
を
以
て
「
軍
神
に
ま
つ
る
」（
軍
神
を
い
わ
う
）
こ
と
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
敵
の
首
を
生
贄
と
し
て
神
に
捧
げ
、
勝
利
を
祈
る
行
為
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、既
に
黒
田
日
出
男
）
6
（

の
指
摘
が
あ
る
。

黒
田
は
、
斬
首
・
梟
首
に
関
す
る
多
く
の
事
例
、
と
り
わ
け
『
男
衾
三
郎
絵
詞
』
に
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見
ら
れ
る
「
馬
庭
の
つ
え
に
な
ま
く
び
た
や
す
な
、
切
懸
よ
」
と
い
う
詞
書
や
、『
宇

都
宮
大
明
神
奇
瑞
記
』
に
見
ら
れ
る
「
生
贄
」
の
記
述
な
ど
と
の
関
連
か
ら
、
右
の

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
例
を
、「
合
戦
に
際
し
て
緒
戦
に
敵
を
討

ち
取
り
、
そ
れ
を
軍
神
に
捧
げ
て
武
運
と
勝
利
を
祈
願
す
る
こ
と
」
と
と
ら
え
た
。

基
本
的
に
首
肯
す
べ
き
見
解
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
延
長
上
に
、
城
郭
に
お
け

る
梟
首
が
戦
国
期
ま
で
続
く
行
動
様
式
で
あ
る
と
し
た
、
中
澤
克
昭
）
7
（

の
指
摘
な
ど
も

興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
、
右
に
見
た
軍
記
物
語
な
ど
に
描
か
れ
る
時
代
の
武
士
た
ち

は
、
そ
う
し
た
生
贄
に
近
い
感
覚
を
継
承
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
黒
田
論
文
の
次
の
よ
う
な
記
述
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
若
干
の
違
和
感

を
覚
え
る
。

中
世
武
士
達
は
、
た
ん
に
自
己
の
軍
功
を
証
明
す
る
た
め
に
だ
け
首
を
掻
い
た

の
で
は
な
く
、
八
幡
・
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
を
始
め
と
す
る
諸
「
軍
神
」
を
祝
い
、

武
運
と
戦
勝
を
祈
願
・
報
賽
す
る
た
め
に
「
生
贄
」
と
し
て
の
敵
の
「
生
首
」

を
求
め
た
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
彼
等
に
と
っ
て「
軍
神
」は
、「
生
首
」を「
生

贄
」
と
し
て
求
め
る
神
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
把
握
は
、
最
初
に
引
い
た
辞
典
類
の
記
述
と
も
重
な
る
も
の
だ
が
、
軍
記

物
語
な
ど
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
生
贄
を
軍
神
に
供
え
る
儀
礼
が
描
か
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
右
に
見
た
『
承
久
記
』
は
僅
か
に
儀
礼
的
な
行
為
の
存
在
を
窺
わ

せ
る
が
、
逆
に
覚
一
本
の
a
の
例
で
は
、
畠
山
重
忠
が
合
戦
の
さ
な
か
に
敵
の
首
を

取
り
、
鞍
の
取
付
に
付
け
た
と
あ
る
の
み
で
、
儀
礼
の
描
写
な
ど
は
な
い
し
、
盛
衰

記
の
A
の
例
で
は
、
敗
残
の
軍
に
属
す
る
巴
が
十
分
な
儀
礼
を
想
定
し
て
い
る
と
は

読
め
な
い
。
ま
た
、
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
の
「
軍
神
に
ま
つ
り
捨
よ
」
と
い

う
言
葉
の
場
合
は
、
首
を
取
る
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
さ
え
も
明
確
で
は
な
く
、
単

に
敵
を
射
殺
す
こ
と
を
こ
う
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
来
は
合

戦
の
終
了
後
に
生
贄
を
供
え
る
本
格
的
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
の
だ
が
、
右
の
例
は
そ

う
し
た
記
述
を
省
略
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
想
定
を
十
分
に
裏
づ
け
る
例
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
、
と
り
た
て

て
儀
礼
な
ど
は
な
く
、
敵
の
首
を
取
る
こ
と
、
あ
る
い
は
敵
を
討
つ
こ
と
そ
の
も
の

を
「
軍
神
を
ま
つ
る
」（
い
わ
う
）
と
称
し
て
い
る
の
だ
と
読
む
こ
と
さ
え
、
不
可

能
で
は
な
い
。
梟
首
に
関
わ
る
例
も
、首
を
さ
ら
す
こ
と
を
以
て
「
軍
神
を
ま
つ
る
」

と
称
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。軍
記
物
語
の「
軍
神
」を
ま
つ
る（
い

わ
う
）
と
い
っ
た
記
述
を
、
後
代
の
兵
法
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
呪
術
的
儀
礼
と
同

様
に
考
え
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
な
お
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
仮

に
儀
礼
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神
格
に
関
す
る
記
述
は
全

く
見
ら
れ
な
い
。
梟
首
の
場
に
お
い
て
、
果
た
し
て
「
八
幡
・
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
」

な
ど
と
い
っ
た
著
名
な
「
軍
神
」
が
勧
請
さ
れ
る
儀
礼
が
遂
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
は
、
最
初
に
述
べ
た
疑
問
点
に
帰
着
す
る
。
即
ち
、
軍
記
物
語
で

首
取
り
や
梟
首
に
伴
っ
て
記
さ
れ
る
「
軍
神
」
と
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
列
挙
さ
れ

る
神
々
と
同
一
の
範
疇
で
理
解
す
べ
き
言
葉
な
の
か
、
ま
た
、「
軍
神
を
ま
つ
る
（
い

わ
う
）」
行
為
は
、
中
世
後
半
の
兵
法
書
な
ど
に
記
さ
れ
る
「
軍
神
」
へ
の
戦
勝
祈

願
と
同
一
の
行
為
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

❷『
梁
塵
秘
抄
』と「
軍
神
」の
神
格

　

論
述
の
都
合
上
、
先
に
軍
記
物
語
の
用
例
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、「
軍
神
」
の
用

例
と
し
て
知
ら
れ
る
最
古
の
例
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
・
四
句
神
歌
に
見
ら
れ
る
次

の
二
首
の
歌
で
あ
る
。
岩
波
新
大
系
『
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
・
狂
言
歌
謡
』
に
よ
っ

て
本
文
を
示
す
。
振
仮
名
の
あ
る
漢
字
は
底
本
の
仮
名
表
記
に
同
書
の
校
注
者
が
漢

字
を
宛
て
た
も
の
、（　

）
内
は
推
定
に
よ
る
補
入
で
あ
る
。

（
二
四
八
）
関せ
き

よ
り
東
ひ
む
が
しの

軍い
く
さ
が
み神、

鹿か
し
ま島

香か
ん
ど
り取

諏す

は訪
の
宮み
や

、
又ま
た
ひ
ら

比
良
の
明
神
、

安あ

は房
の
洲す

、
滝た
い

の
口く
ち

や
小
（
鷹
）
熱あ
つ
た田

に
八や
つ
る
ぎ剣

、
伊い

せ勢
に
は
多た

ど度
の
宮み
や

（
二
四
九
）
関せ
き

よ
り
西に
し

な
る
軍
い
く
さ
が
み神、

一
品
中ち
う
さ
ん山

安あ

き芸
な
る
厳
い
つ
く
し
ま島、

備び
ち
う中

な
る

吉き

び

つ
備
津
宮み
や

、
播は
り
ま磨

に
広ひ
ろ
み
ね
そ
う

峰
惣
三
所
、
淡あ
は
ぢ路

の
岩い
は
や屋

に
は
住す
み
よ
し吉

西に
し

の
宮み
や

　

こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
神
々
が
「
軍
神
」
と
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
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づ
く
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
二
四
八
歌
の
鹿
島
と
香
取
の
祭
神
は
、『
日
本
書
紀
』

神
代
下
で
、
天
孫
降
臨
に
あ
た
っ
て
葦
原
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
大
己
貴
神
と
国
譲
の

交
渉
を
し
た
、
武
甕
槌
神
と
経
津
主
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
古
語
拾
遺
』
な
ど
に

よ
れ
ば
、
鹿
島
の
神
が
武
甕
槌
、
香
取
の
神
が
経
津
主
）。

　

ま
た
、「
す
は
」（
諏
訪
）
の
神
と
さ
れ
る
建
御
名
方
神
は
、『
古
事
記
』
で
は
建

御
雷（
武
甕
槌
）と
争
っ
て
敗
れ
た
好
戦
的
な
神
と
描
か
れ
る
。
ま
た
、諏
訪
明
神
は
、

神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
に
住
吉
神
と
共
に
従
っ
た
と
の
記
述
が
、『
平
家
物
語
』
諸

本
の
壇
ノ
浦
合
戦
直
前
記
事
や
、『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』巻
上
、『
八
幡
宇
佐
御
託
宣
集
』

及
び
『
類
聚
既
験
抄
』
な
ど
に
見
え
る
）
8
（

。
さ
ら
に
、『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
巻
中
〔
続

群
書
類
従
・
三
下
〕
で
は
、「
坂
の
上
の
田
村
丸
」
が
「
東
夷
安
倍
高
丸
」
を
攻
め
に

下
る
際
、「
東
関
第
一
の
軍
神
」で
あ
る
諏
訪
大
明
神
に
祈
っ
た
と
の
記
述
も
あ
っ
て
、

「
軍
神
」
と
し
て
の
性
格
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
「
ひ
ら
」（
比
良
）
の
神
に
つ
い
て
は
、
比
良
山
麓
の
白
髭
明
神
（
現
滋
賀
県
高
島

市
鵜
川
）
で
あ
る
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
白
髭
明
神
は
近
江
国
の
地
主
神
と

し
て
著
名
だ
が
、
軍
神
と
し
て
の
性
格
は
明
確
で
は
な
い
。
荒
井
源
司
は
、「
祭
神

を
猿
田
彦
と
し
、
同
神
が
天
孫
降
臨
の
先
途
を
勤
め
た
故
で
あ
ら
う
か
。
或
は
本
地

が
不
動
明
王
と
言
は
れ
た
為
で
あ
ら
う
か
）
9
（

」
と
す
る
。
一
方
、
乾
克
己
は
「
ひ
ら
」

を
「
ひ
え
」（
日
吉
）
の
誤
り
で
あ
る
と
見
る
。
日
吉
神
と
す
れ
ば
、
神
功
皇
后
新

羅
征
討
に
お
い
て
住
吉
神
と
共
に
将
を
務
め
た
と
の
説
話
が
、
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』

『
古
今
集
注
』
や
、『
古
事
談
』
三
四
九
話
、『
続
古
事
談
』
九
八
話
、『
野
守
鏡
』
下

な
ど
に
見
え
る
。

　
「
あ
は
の
す
た
い
の
く
ち
や
小
」（
安
房
の
洲
、
滝
の
口
や
小
鷹
）
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
注
釈
や
研
究
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
岩
波
新
大
系
な
ど
に
よ
れ
ば
、「
小

（
鷹
）」
は
、
底
本
の
天
理
図
書
館
蔵
竹
柏
園
旧
蔵
本
で
は
「
小
」
の
字
の
下
三
字
分

空
白
、右
傍
に
朱
書
「
野
ヽ
ミ
ヒ
テ
」
と
あ
る
と
い
う
。「
小
」
の
下
の
空
白
に
「
鷹
」

を
補
い
、「
洲
の
宮
」（
館
山
の
洲
宮
神
社
）
と
「
滝
口
明
神
」（
小
鷹
明
神
）
10
（

）
を
指

す
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
。
滝
口
明
神
に
つ
い
て
は
、『
義
経
記
』
巻
三
に
、

石
橋
山
で
敗
れ
た
頼
朝
が
房
総
に
渡
っ
て
す
ぐ
に
参
詣
し
た
神
社
と
し
て
記
さ
れ
る

こ
と
が
「
軍
神
」
的
性
格
に
関
わ
る
か
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
の
頼
朝
の
参
詣

先
は
、『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
五
日
条
や
四
部
合
戦
状
本
『
平

家
物
語
』
巻
五
、
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
巻
三
な
ど
で
は
「
洲
崎
明
神
」、
源
平
盛

衰
記
巻
二
二
で
は
「
ス
ノ
明
神
」、
延
慶
本
第
二
末
で
は
「
安
戸
大
明
神
」
の
「
戸
」

に
「
洲
ィ
」
と
注
記
、
長
門
本
巻
一
〇
で
は
「
安
戸
新
八
幡
大
菩
薩
」
な
ど
と
あ
っ

て
、
一
定
し
な
い
）
11
（

。
荒
井
源
司
（
註
9
に
同
）
は
、「
す
」
は
洲
崎
神
社
で
あ
る
と

見
て
、
同
社
が
安
房
坐
神
社
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
、
安
房
坐
神
社
の
祭
神
は

天
孫
降
臨
に
従
っ
た
太
玉
命
で
あ
る
こ
と
が
、「
軍
神
」
と
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
と

見
る
（
な
お
、
洲
宮
神
社
は
館
山
市
洲
宮
に
あ
り
、
館
山
市
洲
崎
に
あ
る
洲
崎
神
社

の
二
宮
、
奥
の
宮
と
も
い
わ
れ
る
が
、
別
の
神
社
で
あ
る
）。
ま
た
、「
小
」
の
下
に

「
鷹
」
で
は
な
く
傍
書
に
従
っ
て
「
野
」
を
補
い
、「
小
野
宮
」
と
し
て
、
相
模
国
愛

甲
郡
小
野
神
社
と
解
す
る
小
西
甚
一
）
12
（

や
岩
波
旧
大
系
の
説
も
あ
る
。
小
西
は
、
小
野

神
社
を
「
日
本
武
尊
の
旧
地
」
と
す
る
。
一
方
、
乾
克
己
）
13
（

は
、「
あ
は
の
す
」（
安
房

州
）
は
安
房
国
を
指
し
、「
あ
は
の
す
た
い
の
く
ち
」
全
体
で
滝
口
明
神
を
指
す
と

考
え
る
と
同
時
に
、「
小
」
は
「
大
」
の
上
半
分
の
誤
認
で
、
オ
オ
ナ
ム
チ
の
神
を

指
し
た
も
の
と
見
て
、
茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町
の
大
洗
薬
師
菩
薩
神
社
を

宛
て
る
。
そ
し
て
、
鹿
島
、
香
取
、
安
房
洲
滝
口
明
神
、
大
洗
薬
師
菩
薩
神
社
が
い

ず
れ
も
海
上
交
通
の
要
衝
に
あ
た
り
、古
代
か
ら
の
軍
事
上
の
拠
点
で
あ
っ
た
点
に
、

「
軍
神
」
と
意
識
さ
れ
る
理
由
を
考
え
る
。

　
「
あ
つ
た
に
や
つ
る
ぎ
」
即
ち
熱
田
八
剣
宮
は
、
熱
田
大
社
の
別
宮
。
乾
克
己
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
軍
神
」
と
し
て
の
性
格
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
剣
巻
』
に
、

新
羅
王
が
「
生
不
動
」
を
遣
わ
し
て
宝
剣
を
奪
お
う
と
し
た
も
の
の
、
逆
に
持
っ
て

い
た
七
本
の
剣
を
奪
わ
れ
、「
八
剣
」
と
な
っ
た
と
い
う
起
源
説
話
が
語
ら
れ
る
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
原
克
昭
）
14
（

の
論
に
詳
し
く
、『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』、

『
参
詣
物
語
』、『
兼
邦
百
首
歌
抄
』、
吉
田
兼
右
『
日
本
書
紀
聞
書
』、
謡
曲
「
八
剣
」

な
ど
、
多
く
の
文
献
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
剣
を
ま
つ
る
と
い
う
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性
格
上
、「
軍
神
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

　
「
伊
勢
に
は
多
度
の
宮
」
は
、
現
三
重
県
桑
名
市
多
度
町
の
多
度
神
社
。
農
民
・

漁
民
の
信
仰
を
集
め
た
と
い
わ
れ
る
。
荒
井
源
司
（
註
9
に
同
）・
乾
克
己
（
註
13

に
同
）
は
、
海
上
交
通
の
神
と
い
う
性
格
と
軍
神
的
性
格
の
関
連
を
考
え
る
が
、
高

橋
昌
明
）
15
（

が
、
伊
勢
平
氏
の
氏
社
氏
神
化
に
よ
っ
て
、
軍
神
的
な
神
格
へ
の
変
貌
が
生

じ
た
か
と
論
じ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
か
。

　

次
に
二
四
九
歌
、
西
国
の
神
々
。
ま
ず
「
一
品
中
山
」
は
吉
備
一
宮
で
あ
る
吉
備

津
宮
を
指
し
、
本
来
は
後
の
「
備
中
な
る
吉
備
津
宮
」
に
か
か
る
句
で
あ
っ
た
の

が
、
注
記
の
混
入
な
ど
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
有
力
で

あ
る
。
吉
備
津
宮
は
、
現
岡
山
市
北
区
一
宮
の
吉
備
津
彦
神
社
。
祭
神
と
さ
れ
る
大

吉
備
津
彦
は
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
十
年
九
月
条
以
下
に
、
四
道
将
軍
の
一
人

と
し
て
西
征
に
あ
た
っ
た
と
記
さ
れ
る
「
吉
備
津
彦
」、
あ
る
い
は
『
古
事
記
』
中

巻
孝
霊
天
皇
条
に
、吉
備
国
を
こ
と
む
け
た
と
記
さ
れ
る
「
大
吉
備
津
日
子
命
」「
若

建
吉
備
津
日
子
命
」
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、「
軍
神
」
と
さ
れ
る
こ

と
も
理
解
で
き
る
。

　
「
安
芸
な
る
厳
島
」
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
島
神
社
を
指
す
が
、
厳
島
が
「
軍
神
」
と

さ
れ
る
理
由
は
不
明
。
平
家
の
厳
島
信
仰
に
関
わ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
、
た
と
え

ば
、覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
三
「
大
塔
建
立
」
に
、清
盛
が
厳
島
を
修
理
し
て
「
銀

の
ひ
る
ま
き
し
た
る
小
長
刀
」
を
賜
り
、
そ
れ
が
物
語
の
中
で
節
刀
の
よ
う
な
将
軍

の
象
徴
と
な
る
と
い
う
逸
話
も
あ
る
が
、
関
連
は
わ
か
ら
な
い
。
荒
井
源
司
（
註
9

に
同
）
は
、「
厳
島
、西
宮
も
新
羅
征
伐
を
助
け
な
さ
れ
た
神
々
で
あ
る
」
と
す
る
が
、

厳
島
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　
「
播
磨
に
広
峯
、
惣
三
所
」
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
広
峯
神
社
と
射
楯
兵
主
神
社
。

広
峯
神
社
は
素
盞
嗚
尊
を
祀
り
、『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に
よ
れ
ば
、
神
功
皇
后
の
新

羅
征
討
の
際
、
白
幣
山
に
素
盞
嗚
尊
を
祀
っ
て
勝
利
を
祈
願
し
た
と
の
伝
承
が
あ

る
と
い
う
〔
歴
史
地
名
大
系
・
兵
庫
県
〕。「
惣
三
所
」
は
、
播
磨
国
総
社
と
さ
れ
る
、

姫
路
市
の
射
楯
兵
主
神
社
で
、『
播
磨
国
風
土
記
』
餝
磨
郡
の
「
因
達
里
」
条
に
、

神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
を
先
導
し
た
「
伊
太
代
神
」
が
鎮
ま
っ
た
地
と
さ
れ
る
〔
歴

史
地
名
大
系
・
兵
庫
県
〕。
荒
井
源
司
は
、「
兵
主
神
は
、
元
来
支
那
の
神
で
あ
る
が
、

日
本
で
は
大
己
貴
命
に
擬
せ
ら
れ
、そ
の
別
名
八
千
矛
神
が
武
器
に
縁
が
あ
る
の
で
、

兵
庫
の
主
神
と
せ
ら
れ
た
」
と
す
る
。

　

最
後
に
、「
淡
路
の
岩
屋
に
は
住
吉
西
の
宮
」
は
、
淡
路
島
の
石
屋
神
社
（
現
兵

庫
県
淡
路
市
岩
屋
）、
住
吉
大
社
（
現
大
阪
市
住
吉
区
）、
広
田
神
社
（
現
兵
庫
県
西

宮
市
）。
住
吉
神
は
、『
日
本
書
紀
』
以
来
、
神
功
皇
后
新
羅
征
討
説
話
と
の
関
わ
り

が
深
い
。
ま
た
、
住
吉
大
社
に
あ
っ
た
剣
に
注
目
す
る
藪
田
嘉
一
郎
）
16
（

や
、『
住
吉
大

社
神
代
記
』
に
軍
神
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
八
木
意
知
男
）
17
（

の
見
解
も
あ

る
。
広
田
神
社
は
、
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
の
帰
途
、
天
照
大
神
の
荒
魂
を
こ
の
地

に
鎮
座
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
〔
日
本
書
紀　

神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条
〕。
石
屋
神

社
を
「
軍
神
」
と
す
る
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
歌
わ
れ
る
神
々
の
中
に
は
、「
軍
神
」
と
し
て
の
性
格

が
明
確
な
神
々
も
あ
る
が
、何
故
「
軍
神
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
神
々

も
少
な
く
な
い
。
神
功
皇
后
新
羅
征
討
説
話
に
関
わ
る
例
は
多
い
が
、「
軍
神
」
ら

し
い
特
徴
と
し
て
、
そ
の
関
連
ぐ
ら
い
し
か
見
あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
場
合
も
含
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
に
共
通
す
る
一
つ
の
性
格
を
抽
出
し
て
、「
軍
神
と
は
こ

の
よ
う
な
神
を
い
う
」と
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、『
梁
塵
秘
抄
』

に
こ
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
こ
れ
ら
の
神
々
が
軍
事
的
・
武
的
な

性
格
を
帯
び
た
神
と
見
ら
れ
て
い
た
証
拠
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

今
後
追
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
「
軍
神
」
が
、
合
戦
に
お
い
て
武
士
た
ち

が
勝
利
を
祈
る
対
象
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、筆
者
は
疑
問
を
覚
え
る
。

た
と
え
ば
、
鹿
島
や
香
取
の
神
は
天
孫
降
臨
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
か
、
諏

訪
や
住
吉
の
神
は
新
羅
征
討
の
先
頭
に
立
っ
た
と
か
と
い
う
知
識
を
、
武
士
達
が
仮

に
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
戦
い
の
場
で
自
ら
の
運
命
を
そ
れ
ら

の
神
に
託
す
る
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
た
と
え
ば
武
蔵
国
や
相
模
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国
出
身
の
武
士
が
、
軍
神
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
厳
島
や
吉
備
の

神
に
祈
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

軍
記
物
語
に
お
い
て
武
運
を
祈
る
武
士
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
る
場
合
に
、『
梁
塵

秘
抄
』に
歌
わ
れ
る
神
々
が
祈
願
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。た
と
え
ば
、『
平

家
物
語
』
の
有
名
な
扇
の
的
の
場
面
。
覚
一
本
で
は
、
那
須
与
一
は
次
の
よ
う
に
祈

っ
た
と
語
る
〔
巻
一
一
「
那
須
与
一
」。
岩
波
旧
大
系
〕。

南
無
八
幡
大
菩
薩
、
我
国
の
神
明
、
日
光
権
現
宇
都
宮
、
那
須
の
ゆ
ぜ
ん
大
明

神
、
願
く
は
あ
の
扇
の
ま
（
ン
）
な
か
ゐ
さ
せ
て
た
ば
せ
給
へ
。
是
を
ゐ
そ
ん
ず

る
物
な
ら
ば
、
弓
き
り
お
り
自
害
し
て
、
人
に
二
た
び
面
を
む
か
ふ
べ
か
ら
ず
。

い
ま
一
度
本
国
へ
む
か
へ
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
ば
、
こ
の
矢
は
づ
さ
せ
給
ふ
な
。

祈
願
の
対
象
は
、八
幡
神
と
、自
ら
の
出
身
地
で
あ
る
下
野
国
の
神
、日
光
権
現
（
二

荒
山
神
社
）
と
那
須
の
温
泉
神
社
で
あ
る
。
八
幡
へ
の
祈
り
は
、
こ
の
神
の
軍
神
的

な
性
格
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
頼
朝
や
義
経
を
意
識
し
て
源

氏
の
氏
神
を
持
ち
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
延
慶
本
で
は
、「
願
ハ
西
海
ノ
鎮
守

宇
佐
八
幡
大
菩
薩
、
殊
ニ
ハ
氏
ウ
ブ
ス
ナ
日
光
権
現
、
宇
都
宮
大
明
神
」〔
第
六
本
・

二
〇
オ
〕
と
あ
り
、
屋
島
で
の
戦
い
で
あ
る
が
故
に
、「
西
海
ノ
鎮
守
」
と
し
て
の
宇

佐
八
幡
に
祈
っ
た
の
だ
と
す
る
。
水
原
一
）
18
（

が
延
慶
本
の
形
を
古
態
と
す
る
の
は
、
注

目
す
べ
き
指
摘
だ
ろ
う
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
軍
記
物
語
に
お
け
る
武
士
た
ち
の
祈

り
は
、
自
ら
の
氏
神
な
ど
出
身
地
に
関
わ
る
神
や
、
さ
も
な
け
れ
ば
戦
場
周
辺
に
支

配
力
を
有
す
る
神
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
『
平
家
物
語
』
巻
七
「
願
書
」
の
例
。
倶
梨
伽
羅
合
戦
の
直
前
、
埴
生
に
陣

を
取
っ
た
義
仲
は
、
近
く
に
八
幡
社
が
あ
る
の
を
見
つ
け
て
願
書
を
捧
げ
る
。
そ
の

願
書
に
は
、
曾
祖
父
八
幡
太
郎
義
家
以
来
の
八
幡
神
と
源
氏
の
縁
が
説
か
れ
る
。
語

り
本
で
は
こ
の
よ
う
に
源
氏
の
氏
神
と
し
て
の
埴
生
八
幡
へ
の
祈
り
を
大
き
く
取
り

上
げ
る
が
、
延
慶
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
で
は
、
八
幡
願
書
の
前
に
よ
り
長
大
な
白

山
願
書
が
あ
り
、
合
戦
の
後
に
は
金
剣
宮
の
奇
瑞
が
記
さ
れ
て
い
て
、
む
し
ろ
白
山

権
現
へ
の
祈
り
が
詳
し
く
描
か
れ
、
か
つ
緊
密
な
文
脈
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
形
の
方
が
古
態
で
あ
る
と
の
見
解
が
、
既
に
砂
川
博
や
水
原
一
に
よ
っ
て
提
出
さ

れ
て
い
る
）
19
（

。
こ
の
場
合
、
白
山
へ
の
祈
願
は
、
信
仰
と
い
う
よ
り
も
現
地
の
勢
力
に

配
慮
し
た
政
治
の
問
題
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
氏
神
と

現
地
の
神
に
祈
る
と
い
う
点
で
は
、
那
須
与
一
と
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

　

八
幡
へ
の
祈
り
の
例
と
し
て
は
、『
陸
奥
話
記
』
の
厨
川
合
戦
に
お
け
る
頼
義
の

祈
り
や
、『
太
平
記
』
巻
九
に
お
け
る
足
利
高
氏
（
尊
氏
）
の
篠
村
八
幡
へ
の
祈
願

も
著
名
で
あ
る
。
前
者
で
は
八
幡
に
祈
る
理
由
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
後
者
は
お
そ

ら
く
義
仲
の
願
書
を
意
識
し
た
も
の
で
、「
当
家
尊
崇
ノ
霊
神
」
と
し
て
の
八
幡
へ

の
祈
願
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
八
幡
が
「
軍
神
」

で
あ
る
と
す
る
根
拠
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
合
戦
に
際
し

て
祈
願
の
対
象
と
さ
れ
る
八
幡
が
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
歌
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
も
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
軍
神
」
と
歌
わ
れ
た
神
々
は
、
戦
に
関
わ

る
武
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
し
て
も
、
武
士
た
ち
が
戦
場
で
そ
れ
ら
の

神
々
に
祈
っ
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
て

き
た
軍
記
物
語
の
「
軍
神
」
は
、「
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
の
宮
」
な
ど
と
歌
わ
れ
る
神
々

と
は
、
い
っ
た
ん
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
軍
記
物
語

で
、首
を
取
り
、梟
首
す
る
こ
と
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
軍
神
」
は
、『
梁
塵
秘
抄
』

に
歌
わ
れ
て
い
る
「
軍
神
」
と
は
別
の
範
疇
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
中

世
後
期
の
兵
法
書
な
ど
の
文
献
に
見
え
る
「
軍
神
」
に
つ
い
て
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

❸
兵
法
書
な
ど
に
見
え
る「
軍
神
」と
儀
礼

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
軍
記
物
語
の
「
軍
神
」、『
梁
塵
秘
抄
』
に
歌
わ
れ
た
「
軍
神
」
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［「軍神」（いくさがみ）考］……佐伯真一

の
他
に
、
そ
れ
ら
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
も
う
一
つ
別
の
範
疇
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る

「
軍
神
」
が
登
場
す
る
。
兵
法
書
な
ど
に
見
え
る
、戦
勝
祈
願
の
対
象
と
し
て
の
「
軍

神
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
用
例
数
と
し
て
は
こ
の
「
軍
神
」
が
圧
倒
的
に
多
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
著
名
な
文
学
作
品
や
史
料
と
は
異
な
る
文
献
群
に
多
く
見
ら
れ
る

言
葉
で
あ
る
た
め
、
一
般
に
は
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
種
の
「
軍
神
」
の
用
例
を
載
せ
る
文
献
は
、
年
代
を
確
定
し
に
く
い
も
の
が

多
い
が
、
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で
最
も
古
い
の
は
、『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
で
あ
る
。

張
良
・
大
江
匡
房
の
撰
述
に
擬
し
た
偽
書
で
、
近
時
、『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
）
20
（

』
に

収
載
さ
れ
、
大
谷
節
子
に
よ
る
詳
し
い
解
題
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最

古
写
本
は
尊
経
閣
蔵
本
で
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
本
奥
書
と
、
文
和
三
年

（
一
三
五
四
）
の
識
語
が
あ
る
。
本
書
を
引
用
し
た
書
と
し
て
、
一
条
兼
良
『
鴉
鷺

物
語
』
や
、
伝
吉
田
兼
倶
『
倭
国
軍
記
』
が
あ
り
、
中
世
後
期
に
お
け
る
本
書
の
流

布
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
岡
久
夫
）
21
（

に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
に
は
多
く
の
異
本
が

あ
り
、
四
類
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。

第
一
類
、
大
江
伝
印
有
系
…
右
記
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
そ
の
他

第
二
類
、
大
江
伝
源
氏
・
僧
侶
系
…
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
『
虎
之
巻
』（
永
享
六
年

〔
一
四
三
四
〕
本
奥
書
）・
そ
の
他

第
三
類
、
吉
備
伝
僧
侶
系
…
吉
野
吉
水
神
社
蔵
『
兵
法
霊
瑞
書
』（
応
永
二
十
三
年

〔
一
四
一
六
〕
奥
書
。
現
在
所
在
不
明
。『
日
本
兵
法
全
集
）
22
（

』
所
収
）

第
四
類
、
異
本
系
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』（
年
代
不
明
）・
そ
の

他現
存
伝
本
か
ら
考
え
て
、
鎌
倉
時
代
の
う
ち
に
は
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
後
室
町
時

代
に
か
け
て
展
開
を
続
け
た
よ
う
で
あ
り
、『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
の

現
存
諸
本
と
重
な
る
時
代
に
生
成
・
展
開
を
遂
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
の
本
文
を
少
々
引
用
し
て
み
よ
う
（
右
の
『
偽
書
叢
刊
』

に
よ
る
。
振
仮
名
も
そ
の
ま
ま
だ
が
、
異
体
字
の
仮
名
は
現
在
通
行
の
形
に
直
し
、

校
注
者
の
加
え
た
振
仮
名
は
略
し
た
）。

一
、
軍
イ
ク
サ
カ
ミ神

勧カ
ン
シ
ヤ
ウ

請
の
事

　

先マ
ツ

、
甲カ
ツ
チ
ウ胄

を
着チ
ヤ
クし

、
弓キ
ウ
セ
ン箭

を
帯タ
イ

し
て
、
手
を
あ
ら
い
口
を
す
す
ぎ
て
、
四
方

を
の
を
の
三
度
づ
つ
礼レ
イ

し
て
、
左
右
の
手テ

を
内
縛ハ
ク

し
て
右
の
頭ツ

シ指
を
な
を
く

た
て
て
、
三ミ
タ
ヒ度

去コ
ラ
イ来

し
て
、
南
無
九
万
八
千
の
軍イ
ク
サ
カ
ミ神

二
千
八
百
の
師イ
ク
サ

の
天

等
を
の
を
の
〈
某
甲
〉
が
身ミ

の
内ウ
チ
に
降カ
ウ
タ
ク詫
し
て
護コ

チ持
を
た
れ
給
へ
と
い
ひ
て
、

軍ユ
ク
サ
カ
ミ神

の
惣ソ
ウ
シ
ユ呪

七
反ヘ
ン

。
呪
に
曰
は
く
、

　

唵
阿ア
シ
ユ
リ

修
利
伽キ
ヤ
テ
イ帝

波ハ

ラ羅
密ミ
ツ

吽ム
ン

ソ
ハ
カ
（
以
下
略
）

一
、
戦セ
ン
チ
ヤ
ウ場

出イ
テ

立
の
作サ
ホ
フ法

の
事

兵ヒ
ヤ
ウ
ク具

着チ
ヤ
ク
タ
イ帯

の
後ノ
チ

、
南
方
に
む
か
ひ
て
三ミ
タ
ヒ度

ふ
し
を
が
み
て
、
左ヒ
タ
リ
ノ
テ手

を
拳ク
ヱ
ンに

つ
く
り
て
腰コ
シ

に
按ア
ン

じ
て
、
右ミ
キ
ノ
テ手

を
な
を
く
の
べ
た
て
て
、
三ミ
タ
ヒ度

た
れ
く
だ
し
て
、

ひ
ざ
を
を
し
て
、
神シ
ン
シ
ユ呪
七
反ヘ
ン
ひ
そ
か
に
と
な
へ
よ
。
呪シ
ユ
に
曰
く
、

唵
倶ク
ロ
シ
ツ
呂
室
駄タ

吠ヘ
イ
羅ラ

吽ム
ン

室シ
ツ
哩リ

ソ
ハ
カ

口
伝
に
云
、此コ
ノ
時
に
帝タ
イ
シ
ヤ
ク釈
天
よ
り
始ハ
シ
メ
た
て
ま
つ
り
て
、
諸
モ
ロ
モ
ロ
の
軍イ
ク
サ
カ
ミ神
来キ
タ
て
、

こ
の
人
の
甲カ
ツ
チ
ウ胄

の
ひ
ま
ひ
ま
に
入イ
リ
ヰ居

給
て
、
敵カ
タ
キ

の
射イ
ル

矢ヤ

の
恐オ
ソ
レ

な
か
ら
し
む
。

か
な
ら
ず
そ
の
軍イ
ク
サ

に
か
つ
べ
し
。

一
、
戦セ
ン
チ
ヤ
ウ場

出イ
テ

立タ
チ

の
時
、
酒サ
ケ

行
オ
コ
ナ
フ

作サ

法
の
事

軍イ
ク
サ
ハ場

に
打ウ

立タ
ツ

時
に
、先マ
ツ

、酒
を
す
す
む
べ
し
。
酒
は
人
の
性セ
イ

を
利
に
な
す
故ユ
ヘ

に
、

尤
そ
の
盃ハ
イ
レ
イ礼

あ
る
べ
し
。
瓶ヘ
イ

子
に
酒
を
入
て
、
茅チ
ノ
ハ葉

を
三ミ

ハ葉
末ス
ヘ

を
む
す
び
て
瓶ヘ
イ

子
に
入
て
、
肴サ
カ
ナに
は
搗カ
チ
ク
リ栗
と
打
ウ
チ
ア
ワ
ヒ
鮑
と
を
用モ
チ
ヰる
べ
し
。
栗ク
リ
は
左ヒ
タ
リ、
鮑ア
ワ
ヒは
右ミ
キ
に
お
く

べ
し
。
東ヒ
カ
シ方
に
む
か
ひ
て
た
む
け
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
是レ、
軍
イ
ク
サ
カ
ミ
神
に
た
む
く
る

こ
こ
ろ
な
り
。
南
無
九
万
八
千
の
軍
イ
ク
サ
カ
ミ
神
、
二
千
八
百
の
師イ
ク
サの
天
等ト
ウ
、
各
オ
ノ
オ
ノ

哀ア
イ
ミ
ン愍

納ナ
フ
シ
ユ受
を
た
れ
給
へ
と
い
ひ
て
、
此コ
ノ

頌シ
ユ
文
を
三
反ヘ
ン
と
な
へ
て
い
は
く
、

∴　

我レ
こ
の
か
た
き
を
う
ち
あ
は
び
、
す
な
は
ち
い
く
さ
に
か
ち
栗ク
リ

、
こ
の

証セ
ウ
リ利

を
酒サ
ケ

ゑ
て
め
せ

　

次
に
神
呪
に
曰
く
、

唵
波ハ
シ
ヤ謝

曩ナ
ウ

宇ウ
キ
ヤ伽

陀
留
尓
ソ
ハ
カ

　

口
伝
に
云
、
そ
の
後
、
茅チ
ノ
ハ葉

に
て
三ミ
タ
ヒ度

は
ら
ひ
て
、
後
、
大
将
軍
よ
り
始
ハ
シ
メ
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て
、
次
第
に
の
み
く
た
す
べ
し
。
鮑ア
ワ
ヒを

食ク
フ

に
は
ほ
そ
き
方
よ
り
く
ひ
て
、
ひ
ろ

き
方
を
ば
後
に
食ク
フ

べ
し
。
こ
こ
ろ
は
、
敵カ
タ
キに

む
か
ふ
時
に
は
よ
に
よ
に
心
ぼ
そ

く
お
ぼ
え
て
こ
わ
き
心
地
す
れ
ど
も
、
勝カ
チ

て
後
に
は
心
ひ
ろ
き
事
を
表ヘ
ウ

す
る
な

り
。
鮑ア
ワ
ヒも

ほ
そ
き
方
は
こ
は
く
、
わ
ろ
し
。
ひ
ろ
き
方
は
能ヨ
シ

。
か
く
の
如
く
し

つ
れ
ば
、
そ
の
日
の
い
く
さ
に
か
な
ら
ず
勝カ
ツ

べ
し
と
い
へ
り
。

（
中
略
）

一
、
軍
イ
ク
サ
カ
ミ神

勧カ
ン
シ
ヤ
ウ

請
の
時キ

作ツ
ク
ル

音コ

ヘ声
の
事

　

先
づ
、
敵
陣
に
向ム
カ
ヒて

上ウ
ハ
ヤ矢

の
か
ぶ
ら
を
射ヰ
カ
ケ懸

て
声コ
ヘ

を
あ
ぐ
る
を
、　

時キ

つ
く

る
と
云イ
フ
也
。
始ハ
シ
メよ
は
く
終オ
ハ
リつ
よ
く
、
又
、
始ハ
シ
メほ
そ
く
終オ
ハ
リた
か
く
つ
く
る
べ
し
。

是コ
レ
は
軍
イ
ク
サ
カ
ミ神を
招
テ
ウ
シ
ヤ
ウ請す
る
意
コ
ヽ
ロ

也ナ
リ
。
世
間ケ
ン
の
人
、
こ
の
深
秘ヒ

を
口ク
ク
ヱ
ツ決
す
る
事
ま
れ

な
る
間
、
毎タ
ヒ
コ
ト度
に
あ
や
ま
り
は
お
ほ
く
し
て
案ア
ン
リ
ツ立
相サ

ヰ違
す
る
者モ
ノ

也
。
軍　サ
神カ
ミ

納

受
の
声コ
ヘ

を
わ
き
ま
へ
知
ら
ざ
る
故ユ
ヘ

也
。
時
の
つ
く
り
様ヤ
ウ

だ
に
も
違
タ
カ
ハ
ヽ、　

軍　サ
神カ
ミ

は

来
た
り
給
は
で
、
魔
マ
ノ
イ
ク
サ軍

来キ
タ
リて

障シ
ヤ
ウ
ケ碍

を
な
す
間ア
ヒ
タ、

そ
の
日
の
軍サ

に
負マ
ク

べ
し
。
呪

に
曰
く
、

唵
都ト
レ
イ霊

々
々
陀タ

ラ羅
々
々
伽キ
ヤ
ミ美

（
ハ
ン
―
梵
字
）
ソ
ハ
カ

こ
の
種
の
兵
法
書
に
お
け
る
「
軍
神
」
の
記
述
の
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
こ
れ
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、軍
神
勧
請
の
記
述
は
、

戦
場
に
出
で
立
つ
際
の
儀
礼
と
鬨
の
声
に
関
す
る
作
法
に
関
す
る
も
の
が
諸
書
に
多

く
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
、「
軍
イ
ク
サ
カ
ミ神
勧カ
ン
シ
ヤ
ウ
請
の
事
」
に
見
ら
れ
る
「
九
万
八
千
の
軍
神
」

と
い
う
句
は
、
非
常
に
多
く
の
書
に
見
ら
れ
る
（
次
章
参
照
）。

　

こ
う
し
た
記
述
が
見
え
る
の
は
、
兵
法
書
に
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
前
掲
『
偽

書
叢
刊
』解
題
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、一
条
兼
良
作
、応
仁
の
乱（
一
四
六
七

〜
七
七
）
前
後
成
立
と
さ
れ
る
『
鴉
鷺
物
語
』
の
、
第
九
「
両
方
軍
手
分
、
九
月
六

日
合
戦
、
鵄
追
善
、
雀
懸
レ
梓
事
」
を
引
い
て
み
よ
う
〔
岩
波
新
大
系
『
室
町
物
語
集
・

上
』
に
よ
る
。
本
書
は
鴉
と
鷺
の
合
戦
を
描
く
擬
合
戦
物
だ
が
、「
山
城
守
」
は
鷺
軍
の
大

将
、
山
城
守
津
守
正
素
〕。

山
城
守
、
門
出
に
酒
を
飲
む
。
肴
に
打
鮑
、
か
ち
栗
也
。
茅
の
葉
に
て
酒
を
注

ひ
で
九
万
八
千
の
軍
神
に
手
向
、
神
勧
請
つ
ね
の
ご
と
し
。「
此
軍
に
か
ち
栗
、

此
敵
を
打
ち
あ
は
び
」
と
ま
じ
な
ひ
て
、
馬
に
打
乗
り
て
…
（
以
下
略
）。

『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
の
「
戦
セ
ン
チ
ヤ
ウ場

出イ
テ

立タ
チ

の
時
、
酒サ
ケ

行
オ
コ
ナ
フ

作サ

法
の
事
」
と
の
類
似
が

認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
や
は
り
『
偽
書
叢
刊
』
解
題
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
倭
国
軍

記
』
に
も
類
似
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
倭
国
軍
記
』
は
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
〜

一
五
一
一
）
の
自
跋
の
あ
る
書
。
前
半
は
日
本
武
尊
伝
、
後
半
は
「
良
将
勇
士
法
」

と
い
う
兵
法
書
的
な
記
事
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の「
良
将
勇
士
法
」に
は
、た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
）
23
（

。

三
軍
於
卒
之
天
出
立
時
乃
礼
義
、
慇
懃
南
流
陪
肆
。
先
瓶
子
尓
酒
於
入
天
、
茅
乃
葉
遠
一

副
天
、
肴
和
打
鮑
・
勝
栗
二
種
於
三
峯
尓 

紙
於
敷
天
、
其
上
仁
置
伝
、
大
将
能
前
仁
可

在
之
。
是
於
軍
神
仁
奉
備
留
祝
詞
云
久
、

謹
上
再
拝
之
奉
留
軍
神
八
千
矛
太
神
、
九
万
八
千
眷
属
乃
神
、
吾
礼
此
軍
仁
勝
栗
、

今
此
敵
於
打
鮑
乃
如
久
、
此
勝
利
於
得
世
之
咩
給
止
。
一
遍
、
将
気
乃
下
仁
微コ
コ
ヱ音
仁
申
天
、

其
後
酒
乃
義
式
和
、
大
将

列

（
別
カ
―
引
用
者
）乃

所
仁
天
沙
汰
有
陪
之
。

や
は
り
、「
戦
セ
ン
チ
ヤ
ウ場

出イテ
立タチ
の
時
、
酒サケ
行
オ
コ
ナ
フ

作サ
法
の
事
」
と
同
趣
の
内
容
と
い
え
よ
う
。

本
書
に
は
他
に
も
軍
神
勧
請
の
「
時
」
を
作
る
記
事
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
冒
頭
に
引

い
た
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、『
兵
将
陣
訓
要
略
鈔
』〔
続
群
書
類
従
二
五
上
所
収
〕

を
引
い
て
い
た
が
、同
書
は
、『
群
書
解
題
）
24
（

』
に
よ
れ
ば
、『
倭
国
軍
記
』「
良
将
勇
士
法
」

の
改
竄
本
な
い
し
著
し
い
異
本
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
呪
術
性
や
神
秘
的
性
格
は

や
や
少
な
い
も
の
の
、右
記
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
と
類
似
の
記
述
を
多
く
有
す
る
。

出
陣
に
際
し
て
鮑
や
栗
を
食
す
る
こ
と
は
、
そ
の
他
、
た
と
え
ば
北
条
氏
長
『
兵
法

雄
鑑
』
巻
一
九
「
出
軍
）
25
（

」
な
ど
、
多
く
の
書
に
見
え
る
。

　

ま
た
、『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
な
ど
に
は
、
穢
れ
を
は
ら
い
、
密
教
的
呪
術
等
々

を
用
い
て
「
軍
神
」
を
勧
請
す
る
方
法
が
記
述
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
観
念
に
つ
い

て
、『
太
子
流
神
軍
神
秘
巻
）
26
（

』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

武
は
心
の
穢
を
去
る
こ
と
第
一
な
り
。
鎧
を
神
前
の
玉
垣
と
い
へ
る
も
、
心
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の
穢
を
去
り
、
軍
神
の
御
内
証
に
叶
ふ
と
云
こ
と
な
り
。

『
甲
陽
軍
鑑
』
以
前
に
成
立
し
た
か
と
さ
れ
る
『
義
経
百
首
』（
前
掲
『
偽
書
叢
刊
』

に
よ
る
）の
、次
の
よ
う
な
歌
も
、そ
う
し
た
観
念
の
周
辺
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

不
浄
に
て
甲
胄
を
き
る
武
士
は
軍
の
神
も
い
か
で
守
ら
ん

軍
神
を
請
神
す
れ
ば
身
（
の
）
中
や
よ
ろ
こ
ぶ
か
ぶ
と
に
至
る
と
ぞ
知
る

穢
れ
を
は
ら
い
、
神
を
勧
請
す
る
と
い
う
よ
う
な
神
祇
信
仰
的
な
観
念
に
基
づ
き
つ

つ
、
密
教
的
な
呪
法
を
用
い
て
勝
利
を
祈
願
す
る
呪
術
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
諸
書
に
見
え
る
「
軍
神
」
勧
請
の
儀
礼
は
、
実
際
に
武
士
た
ち
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
が
、
小

島
道
裕
と
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
『
出
陣
次
第
』〔
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
。
田
中
穣
旧
蔵
典
籍
古
文
書
〕
で
あ
る
）
27
（

。
そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

表
紙
に
北
条
氏
繁
（
一
五
三
六
〜
一
五
七
八
）
の
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
頃
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
か
と
さ
れ
る
花
押
が
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
見
返
し
に
は
、

氏
繁
の
次
男
氏
勝
（
一
五
五
九
〜
一
六
一
一
）
に
よ
る
識
語
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
本
書
の
成
立
年
代
の
下
限
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
後
北
条
氏

の
一
族
の
中
に
、
二
代
に
わ
た
っ
て
こ
う
し
た
書
を
所
持
し
て
い
た
者
が
あ
る
と
わ

か
る
点
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
資
料
と
い
え
よ
う
。
本
書
は
、
出

陣
の
際
に
肴
と
し
て
「
こ
ふ
・
か
ち
く
り
・
打
あ
わ
ひ
」（
昆
布
・
勝
栗
・
打
鮑
）

を
用
い
る
こ
と
か
ら
記
述
を
始
め
、
続
く
項
目
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
（
本
文
は

右
記
両
氏
の
翻
刻
に
従
い
、
両
氏
に
よ
る
傍
注
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
、
改
行
は
改

め
、「
マ
マ
」
は
私
意
に
付
し
た
）。

一
、
出
陳マ
マ

之
時
の
さ（
肴
）かな

如
此
、
一
番
に
打
あ
わ
ひ
を
五
本
な
か
ら
左
の
手

を
あ
を
の
け
て
、
ひ
と
つ
に
手
に
取
て
、
先
ほ
そ
き
方
を
そ
と
く（
食
）ひ

て
、
さ
て

ひ
ろ
き
方
両
方
を
く
ひ
て
置ヲ
キ

て
、
酒サ
ケ

を
の
ミ
て
、
そ
の
さ
か
つ
き
を
左
の
方
の

下
に
置
て
、
か
ち
く
り
を
そ
と
く
ひ
て
、
又
二
番
目
の
さ
（
盃
）

か
つ
き
に
て
の
ミ
て
、

一
番
の
さ
か
つ
き
に
重
而
置
て
、
さ
て
こ（
昆
布
）ふ

を
そ
と
く
ひ
て
、
三
番
目
の
さ
か

つ
き
に
て
の
ミ
て
、
そ
れ
を
も
重カ
サ
ネて

、
三
の
さ
か
つ
き
を
ひ
と
つ
に
重
而
、
如

本
お
し
き
の
上
に
置
也
。

右
の
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
な
ど
と
比
べ
、
本
文
は
異
な
る
が
、
鮑
と
栗
、
酒
を
用

い
た
出
陣
の
儀
礼
の
あ
り
方
は
類
似
す
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
軍
神
」
を
勧
請

す
る
こ
と
や
鬨
の
声
な
ど
の
記
述
も
あ
る
。『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
と
具
体
的
内
容

は
異
な
る
も
の
の
、
関
心
の
あ
り
方
は
同
書
と
多
く
重
な
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
見
た
範
囲
で
は
、兵
法
書
な
ど
に
お
け
る
「
軍
神
」
に
関
わ
る
記
述
は
、

出
陣
前
の
「
軍
神
勧
請
」
儀
礼
や
、
終
了
後
の
「
軍
神
奉
送
」（
勝
ち
ど
き
）
儀
礼

な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
首
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
出
陣

次
第
』
の
場
合
、
戦
場
で
首
を
見
せ
る
作
法
や
首
の
注
文
の
書
き
方
、
首
実
検
の
作

法
や
首
の
洗
い
方
な
ど
、
首
に
関
わ
る
記
述
は
種
々
見
ら
れ
る
も
の
の
、
敵
の
首
を

「
軍
神
」
に
ま
つ
る
と
い
っ
た
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。
実
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

首
を
「
軍
神
」
に
ま
つ
る
記
述
が
兵
法
書
の
類
に
全
く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い

の
だ
が
、
右
に
見
た
範
囲
に
関
す
る
限
り
、
兵
法
書
に
見
え
る
、
勝
利
を
祈
る
対
象

と
し
て
の
「
軍
神
」
は
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
、
首
を
ま
つ
る
「
軍
神
」
の
記
述
と

は
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
兵
法
書
に
見
え

る
よ
う
な
「
軍
神
」
関
係
の
儀
礼
や
呪
術
が
、
首
を
軍
神
に
ま
つ
る
よ
う
な
儀
礼
を

中
心
に
発
達
し
た
と
い
え
な
い
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
、

兵
法
書
に
記
述
さ
れ
る
「
軍
神
」
を
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
「
軍
神
」
の
直
系
の
子

孫
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
軍
神
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
他
に
も
、
中
世
後
期
の
多
く
の
文
献
に

見
い
だ
せ
る
。
そ
の
広
が
り
を
確
認
す
る
た
め
に
、
参
考
ま
で
に
若
干
紹
介
し
て
お

こ
う
。
た
と
え
ば
、『
日
葡
辞
書
）
28
（

』
で
は
、“Icusagam

i ”

（
イ
ク
サ
ガ
ミ
）
項
に
、「
マ

ル
テ
の
神
、
す
な
わ
ち
、
戦
争
の
神
」
と
あ
り
、“Gunjin ”

（
グ
ン
ジ
ン
）
も
立
項

さ
れ
て
、
イ
ク
サ
ガ
ミ
に
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。「
軍
神
」
に
、「
イ
ク
サ
ガ
ミ
」「
グ

ン
ジ
ン
」
二
通
り
の
訓
み
が
存
在
し
、一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

兵
法
書
で
は
、
北
条
氏
長
『
兵
法
雌
鑑
』（
寛
永
十
二
年
〔
一
六
三
五
〕
序
。
前
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掲
註
25
書
に
よ
る
）、
天
利
巻
第
五
の
「
五
気
の
事
」
を
挙
げ
て
お
く
。
い
わ
ゆ
る

観
天
望
気
に
類
す
る
記
述
で
、「
気
」
の
あ
り
方
を
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
五
種

に
分
け
て
説
明
す
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
角
の
気
に
あ
た
る
と
見
ら
れ
る
記
述
に
、

「
将
出
て
気
を
見
る
に
、
此
気
立
（
つ
）
城
は
、
天
よ
り
軍
神
下
て
、
守
護
を
な
す
。

城
の
上
に
は
、
常
に
し
ぐ
れ
掛
て
、
薄
曇
・
朝
霧
ふ
か
く
立
（
つ
）」
な
ど
と
あ
る
。

ま
た
、
小
笠
原
昨
雲
『
軍
法
侍
用
集
）
29
（

』
巻
一
一
に
は
、「
軍
神
ま
つ
る
べ
き
日
の
事
」

「
軍
神
ま
つ
る
に
む
か
ふ
べ
き
方
の
事
」
の
項
が
あ
り
、「
軍
神
を
ま
つ
る
」
に
ふ
さ

わ
し
い
日
取
り
や
方
角
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

　

一
方
、『
甲
陽
軍
鑑
』
本
篇
巻
一
三
に
は
、「
軍
神
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
）
30
（

。
・（
三
方
原
合
戦
の
直
前
に
）
信
玄
公
、
軍
神
へ
し
ん
ぜ
ら
る
ゝ
と
て
あ
そ
ば

す
御
歌
に
、「
た
ゞ
た
の
め
た
の
む
や
わ
た
の
神
風
に　

は
ま
松
が
え
ハ
た
を

れ
ざ
ら
め
や
」（
21
ウ
）。

・（
信
玄
が
信
長
と
縁
を
切
る
「
御
て
ぎ
れ
の
御
書
」）
よ
こ
し
ま
の
お
も
ひ
に

ふ
け
り
、
せ
い
け
ん
の
ま
つ
り
ご
と
を
、
ゆ
め
に
だ
も
し
ら
ず
ん
バ
、
天
道
に

は
な
﹇
さ
﹈
れ
、
い
く
さ
が
ミ
の
御
ば
つ
、
た
ち
ま
ち
に
か
ふ
む
り
、
け
つ
く
、

て
が
い
の
い
ぬ
に
、
を
の
れ
が
に
く
を
か
み
ひ
し
が
れ
、
し
ん
め
い
を
む
な

し
く
う
し
な
ひ
、
ま
つ
だ
い
の
悪
名
信
長
う
た
が
ひ
あ
る
ま
じ
く
候
（
32
ウ

〜
33
オ
）。

後
者
は
、
信
長
の
非
業
の
死
を
、
信
玄
が
「
い
く
さ
が
み
の
御
ば
つ
」
と
し
て
予
見

し
た
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
事
実
で
は
な
か
ろ
う
が
、「
軍
神
」
に
関
す

る
興
味
深
い
記
事
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
宮
増
作
か
と
さ
れ
る
謡
曲
「
烏
帽
子
折
」
に
、
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。

（
松
明
が
三
本
と
も
消
え
た
と
聞
い
た
、
後
ジ
テ
熊
坂
長
範
の
言
葉
）「
そ
れ
松

明
の
占
手
と
言
つ
ぱ
、
一
の
松
明
は
時
の
運
、
二
の
松
明
は
軍
神
、
三
は
わ
れ

ら
が
命
な
る
が
、
三
つ
が
三
つ
な
が
ら
消
ゆ
る
な
ら
ば
、
今
夜
の
夜
討
ち
も
さ

て
よ
の
う
」〔
岩
波
旧
大
系
『
謡
曲
集
・
下
』
に
よ
る
〕。

岩
波
旧
大
系
の
底
本
は
鴻
山
文
庫
本
だ
が
、現
行
諸
流
は
一
・
二
が
逆
で
、一
が
軍
神
、

二
が
時
の
運
で
あ
る
と
い
う
）
31
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
松
明
に
よ
る
占
い
に
つ
い
て
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
、
中
世
後
期
に
は
、「
軍
神
」
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
俗
信
や
言
説
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
軍
神
」
観
念
の
広
が
り
に

つ
い
て
は
、
こ
の
程
度
の
挙
例
で
は
と
う
て
い
全
体
像
を
捉
え
き
れ
ず
、
広
い
視
野

か
ら
の
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
話
題
が
と
り
と
め
な
く
広
が
っ
て
ゆ
く
の
で
、
小

稿
で
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
次
に
、
こ
う
し
た
「
軍
神
」
と
は
ど
の

よ
う
な
神
格
な
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

❹
中
世
後
期
に
お
け
る「
軍
神
」の
神
名

  

右
に
見
て
き
た
兵
法
書
な
ど
で
は
、「
軍
神
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
神
々
あ
る
い

は
神
仏
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
初
め
に
、
こ
の
種
の
書
物
で
最
も

古
い
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
か
ら
見
て
み
よ
う
。
前
章
に
引
い
た
よ
う
に
、「
戦
セ
ン
チ
ヤ
ウ場

出イ
テ

立
の
作サ
ホ
フ法

の
事
」
で
は
、「
此コ
ノ

時
に
帝タ
イ
シ
ヤ
ク釈

天
よ
り
始ハ
シ
メた

て
ま
つ
り
て
、
諸
モ
ロ
モ
ロ

の

軍イ
ク
サ
カ
ミ神
来キ
タ
て
」
と
、
軍
神
の
筆
頭
に
帝
釈
天
を
挙
げ
る
。
帝
釈
天
が
「
軍
神
」
と
さ

れ
る
の
は
、
修
羅
と
常
に
戦
い
続
け
る
と
い
う
そ
の
性
格
か
ら
う
な
ず
け
る
が
、
伝

本
に
よ
っ
て
は
、
帝
釈
天
自
身
が
本
書
に
よ
っ
て
修
羅
に
勝
利
し
た
と
い
う
、
本
書

の
由
来
譚
を
も
記
す
と
い
う
）
32
（

。
そ
の
後
、「
日
天
子
」（「
敵テ
キ

人
帰キ
フ
ク服
の
事
」。
イ
ン

ド
の
太
陽
神
を
密
教
に
採
り
入
れ
た
も
の
）
や
、「
摩
利
支
天
」（「
隠
オ
ン
キ
ヤ
ウ

形
の
秘ヒ
シ
ユ
ツ術

の

事
」）、「
大
威ヰ

徳
明
王
」（「
神
通
の
矢ヤ
ハ
ク作

事
」）
な
ど
の
密
教
的
な
神
仏
や
、
大
威
徳

明
王
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
「
威
徳
自
在
天
」（「
旗ハ
タ
サ
ホ竿

の
折オ
ル

る
吉
凶
の
事
」）、
馬
頭

観
音
を
指
す
で
あ
ろ
う
「
馬ハ
ト
ウ頭

観
音
大
自
在
菩
薩
」（「
軍
イ
ク
サ
ム
マ

馬
の
く
る
ひ
を
ど
ろ
く
時ト
キ

に
相ア
ヒ
シ
ツ
メ静
乗ノ
リ
ス
ツ
ム
ル鎮
事
」）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
特
色
は
、
そ
う
し
た
正
統
的
な
神
仏
よ
り
も
、
得
体

の
知
れ
な
い
神
仏
の
名
に
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
旗
指
し
が
落
馬
し
た
凶
を
吉
に
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転
ず
る
と
い
う
「
雨ウ
セ
ツ雪

勝セ
ウ

頂チ
ヤ
ウ

天
」（「
旗ハ
タ
サ
シ差

落ラ
ク
ハ馬

す
る
吉
凶
の
事
」）、
祈
れ
ば
剣

の
精
が
現
れ
る
と
い
う
「
釼ケ
ン

自シ
サ
イ在

通ツ
ウ

王
天
」（「
合カ
ツ
セ
ン戦

の
時キ
、
剣ツ
ル
キ
ノ
セ
イ性

を
感カ
ン
ト
ク得

す
る

事
」）、
敵
討
ち
に
成
功
し
、
し
か
も
露
顕
し
な
い
と
い
う
「
将
軍
天
王
大
自
在
尊
天
」

（「
陰イ
ン
ホ
ウ謀

の
大
害カ
イ

そ
の
大
罪サ
イ

あ
ら
は
れ
ざ
る
事
」）、
疵
を
大
き
く
も
小
さ
く
も
で
き
る

と
い
う
「
都ト

ハ

ミ
婆
美
天
王
」（「
疵キ
ス

の
大
小
自シ
サ
イ在

の
事
」）、
武
器
を
失
っ
た
時
に
祈
る

と
、
望
み
の
武
器
を
授
か
る
と
い
う
「
阿ア
タ
ル
マ
ク
ン

達
摩
軍
」（「
合
戦
の
時キ
、
兵ヒ
ヤ
ウ
ク具

そ
こ
ね
を

れ
尽
た
る
時
、
天
の
加
護
を
蒙
る
事
」）、
刀
が
詰
ま
っ
て
抜
け
な
く
な
っ
た
時
に
祈

る
「
大
刀タ
ウ

大
士シ

天
」（「
釼ケ
ン

刀
を
た
や
す
く
抜ヌ
ク

事
」）、
火
中
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
「
水

雨
天
」（「
さ
か
ん
な
る
猛ミ
ヤ
ウ
カ火

の
中
を
の
が
れ
い
づ
る
事
」）
等
々
、
正
統
的
な
仏
教

の
教
説
に
は
あ
り
そ
う
も
な
い
不
審
な
神
仏
名
が
、列
挙
し
き
れ
な
い
程
登
場
す
る
。

「
釼ケ
ン
自シ
サ
イ在
通ツ
ウ
王
天
」
や
「
大
刀タ
ウ
大
士シ

天
」、「
水
雨
天
」
な
ど
は
、
祈
願
内
容
に
応
じ

て
適
宜
創
作
さ
れ
た
名
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
神
仏
名
は『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』の
特
色
と
い
え
る
よ
う
で
、

「
軍
神
」
を
扱
う
兵
法
書
に
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
先
に
、
同
書

の
異
本
と
し
て
挙
げ
た
『
兵
法
霊
瑞
書
』
に
お
け
る
該
当
記
事
で
は
、「
九
万
八
千

軍
神
、二
千
八
百
帥
天
」の
語
句
や「
水
雨
天
」な
ど
一
部
の
不
審
な
神
名
を
共
有
し
、

ま
た
、
祈
願
内
容
も
類
似
す
る
が
、
挙
げ
ら
れ
る
神
仏
名
は
、「
摩
利
支
天
」「
妙
音

菩
薩
」「
八
幡
大
菩
薩
」「
妙
見
大
菩
薩
」「
不
動
明
王
」
な
ど
、
正
統
的
な
も
の
が

多
い
。
ま
た
、『
倭
国
軍
記
』や『
兵
将
陣
訓
要
略
鈔
』で
は
、「
九
万
八
千
ノ
軍
神
」云
々

は
あ
る
が
、
具
体
的
な
神
仏
名
は
挙
げ
な
い
。『
出
陣
次
第
』
も
神
名
は
挙
げ
な
い
。

  

前
掲
の
諸
書
の
範
囲
で
は
、『
兵
法
雄
鑑
』
が
、
巻
四
四
「
団
扇
種
子
祝
作
法
の

事
」
で
「
日
輪
・
月
輪
・
摩
利
支
天
・
妙
見
大
菩
薩
…
（
中
略
）
…
九
万
八
千
軍
神

来
臨
」、
同
「
さ
い
は
い
出
来
秘
法
并
祝
の
事
」
で
「
日
輪
摩
利
支
天
、
妙
見
尊
星
、

八
幡
大
菩
薩
」、
ま
た
、
巻
四
八
「
本
尊
の
事
」
で
「
摩
利
支
天
・
弁
才
天
・
大
黒
天
、

九
万
八
千
の
軍
神
を
勧
請
し
奉
り
」、「
九
万
八
千
の
軍
神
、
八
幡
、
摩
利
支
天
、
来

臨
影
向
し
給
へ
」
な
ど
と
記
す
。
そ
の
他
、
巻
五
四
「
天
理
の
事
」
で
は
、
北
斗
信

仰
が
窺
え
る（
妙
見
信
仰
に
も
関
わ
る
か
）。な
お
、「
さ
い
は
い
出
来
秘
法
并
祝
の
事
」

の
「
日
輪
摩
利
支
天
」
と
い
う
記
述
は
、
日
輪
と
摩
利
支
天
の
二
つ
の
神
格
と
も
解

し
得
る
が
、
同
じ
氏
長
の
『
兵
法
雌
鑑
』
天
利
巻
第
十
、「
日
天
子
秘
法
」
の
条
に
、

「
護
身
法
」
と
し
て
「
南
無
日
輪
摩
利
支
尊
天
、
呪
詛
、
怨
敵
降
伏
消
滅
」
の
句
が

見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
摩
利
支
天
は
日
輪
（
太
陽
神
）
と
習
合
し
て
い
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
摩
利
支
天
は
本
来
、
光
線
・
陽
炎
を
神
格
化
し
た
イ
ン
ド
の
神
で
、
身

を
隠
し
て
利
益
を
施
す
と
信
仰
さ
れ
た
〔
望
月
『
仏
教
大
事
典
』、
中
村
『
仏
教
語
大

辞
典
』
な
ど
〕。『
太
平
記
』
巻
五
「
大
塔
宮
熊
野
落
事
」
で
は
、
護
良
親
王
が
大
般

若
経
の
唐
櫃
の
中
に
隠
れ
お
お
せ
た
こ
と
が
「
摩
利
支
天
ノ
冥
応
」
と
説
か
れ
て
お

り
、
右
の
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』
に
も
見
え
た
よ
う
に
、
隠
形
の
法
に
関
わ
っ
て
信

仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、『
仏
説
摩
利
支
天
菩
薩
陀
羅
尼
経
』
に
、「
日
前

有
天
。
名
摩
利
支
。
有
大
神
通
自
在
之
法
。
常
行
日
前
。
日
不
見
彼
。
彼
能
見
日（
大

正
二
一
・
二
五
九
ｂ
）
と
あ
る
な
ど
、
常
に
太
陽
に
伴
う
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
太

陽
神
信
仰
と
も
習
合
し
つ
つ
、
代
表
的
な
「
軍
神
」
へ
と
成
長
し
た
よ
う
で
あ
る
。

摩
利
支
天
を
軍
神
と
す
る
記
述
は
、
江
戸
初
期
、
澤
崎
景
実
の
著
か
と
さ
れ
、
越
後

流
兵
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
武
門
要
鑑
抄
）
33
（

』
の
巻
三
や
巻
一
六
（
後
者
は
「
八
幡

大
菩
薩
」
と
並
記
）、
ま
た
、
上
泉
流
の
『
上
泉
流
軍
配
正
脈
）
34
（

』
等
々
、
き
わ
め
て

多
く
の
書
に
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
小
笠
原
昨
雲
『
当
流
軍
法
功
者
書
）
35
（

』
で
は
、
巻
下
・
九
一
「
出
陣
に
可
レ

念
事
」
に
、「
出
陣
の
時
は
（
中
略
）
摩
利
支
天
・
八
幡
・
愛
宕
を
念
じ
て
、
観
音

経
百
返
よ
む
べ
し
」、
同
九
二
「
具
足
着
始
に
可
レ
念
事
」
に
、「
具
足
著
始
時
は
三

日
前
よ
り
精
進
を
し
て
（
中
略
）
摩
利
支
尊
天
・
不
動
明
王
・
八
幡
大
菩
薩
・
春
日

大
明
神
、
又
は
四
天
王
を
信
じ
て
」
云
々
と
い
っ
た
記
述
が
見
え
る
。
前
者
の
「
愛

宕
」
は
、
勝
軍
地
蔵
を
本
地
仏
と
し
た
愛
宕
神
社
で
あ
ろ
う
。「
勝
軍
地
蔵
」
は
早

く
多
武
峰
や
清
水
寺
に
祀
ら
れ
た
こ
と
が
、『
多
武
峰
略
記
』
下
や
『
承
久
三
年
四

年
日
次
記
』、『
元
亨
釈
書
』
巻
九
円
鎮
伝
等
々
に
見
え
る
が
）
36
（

、
そ
の
後
、
愛
宕
山
な

ど
に
祀
ら
れ
、
足
利
尊
氏
に
尊
崇
さ
れ
る
な
ど
、
軍
神
と
し
て
の
信
仰
を
集
め
た
こ

と
は
著
名
で
、
研
究
も
多
い
）
37
（

。
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さ
ら
に
、
上
杉
謙
信
の
毘
沙
門
天
信
仰
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
が
、
小
和
田
哲
男

（
前
掲
註
37
）
は
、
毘
沙
門
天
信
仰
が
、
武
田
信
玄
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
や
、『
上
井

覚
兼
日
記
』
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
七
月
三
日
条
に
も
そ
の
記
述
が
見
え
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
観
音
、
愛
染
明
王
、
大
黒
天
、
弁
才
天
な
ど
、
お

よ
そ
現
世
利
益
的
な
性
格
を
有
す
る
神
仏
は
、
す
べ
て
合
戦
に
関
わ
る
祈
願
の
対
象

た
り
得
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
は
「
軍
神
」
的
性
格
を
有
す
る
と
も
い
え
よ
う
。

い
や
、
阿
弥
陀
仏
さ
え
、
た
と
え
ば
、
上
杉
謙
信
（
輝
虎
）
の
元
亀
元
年
十
二
月

十
三
日
付
願
書
）
38
（

で
は
、
摩
利
支
天
や
日
天
子
、
愛
宕
勝
軍
地
蔵
な
ど
と
共
に
祈
願
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
し
、『
太
子
流
神
軍
神
秘
巻
』（
前
掲
註
26
）
で
は
、「
一
切
剣
」

「
成
就
剣
」
と
記
し
た
二
本
の
剣
に
各
々
「
弥
陀
」「
八
幡
」
と
記
し
た
図
が
描
か
れ

る
な
ど
、
戦
に
関
わ
る
祈
願
の
対
象
に
は
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
神
仏
を
列
挙

す
る
記
述
に
は
、
概
し
て
体
系
性
や
ま
と
ま
り
は
感
じ
ら
れ
ず
、
武
士
の
出
自
や
好

み
、
祈
願
の
内
容
、
祈
祷
に
関
与
す
る
宗
教
者
の
個
性
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
神
仏
が
信
仰
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
軍
神
」
と
し
て
祈
願
の
対
象
と
な
っ
た
神

仏
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
に
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
歌
わ

れ
た
よ
う
な
、
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
と
い
っ
た
日
本
古
来
の
在
地
の
「
軍
神
」
が
ほ

と
ん
ど
登
場
し
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
武
田
信
玄
の
諏
訪
明
神
信
仰
は
著
名
だ
が
、

こ
れ
は
地
元
の
甲
信
地
方
の
神
へ
の
信
仰
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
兵
法
書
な
ど
に
見

え
る
「
軍
神
」
が
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
「
軍
神
」
の
後
継
者
と
考
え
に
く
い
こ
と

は
前
章
で
見
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
見
え
る
神
々
と
も
ほ
と
ん

ど
重
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、興
味
深
い
記
述
を
残
し
て
い
る
の
が
伊
勢
貞
丈『
軍

神
問
答
）
39
（

』
で
あ
る
。
問
答
形
式
で
著
述
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
ま
ず
、「
武
士
は
軍
神

を
祭
る
べ
き
事
也
、
然
共
軍
神
の
説
区
々
に
し
て
疑
は
し
、
一
説
に
摩
利
支
天
、
大

黒
天
、
弁
財
天
を
軍
神
也
と
云
、
又
一
説
に
は
、
摩
利
支
天
、
毘
沙
門
天
、
大
黒
天

を
軍
神
と
云
、
何
れ
を
以
て
正
説
と
せ
ん
歟
」
云
々
と
い
う
問
に
対
し
て
、「
其
両

説
の
三
天
は
、
仏
家
に
説
処
に
し
て
、
天
竺
国
の
神
也
、
我
日
本
の
軍
神
に
は
非
ず
、

我
国
の
軍
神
を
差
置
て
、外
国
の
神
を
祭
る
は
不
義
也
」（
以
下
略
）と
答
え
、続
い
て
、

「
九
万
八
千
軍
神
と
、
昔
よ
り
云
習
は
し
た
り
、
い
か
な
る
神
ぞ
や
」
と
の
問
に
対

し
て
、仏

家
の
説
に
、
九
万
八
千
夜
叉
神
と
云
は
、
三
宝
荒
神
の
眷
属
に
て
、
具
さ
に

い
へ
ば
、
九
億
九
万
八
千
七
百
七
十
二
神
（
荒
神
経
に
見
ゆ
）
あ
り
、
常
に
は

略
し
て
、
九
万
八
千
と
云
。（
中
略
）
按
る
に
古
の
書
に
、
九
万
八
千
軍
神
と

云
事
見
え
ず
、
中
古
源
平
合
戦
の
物
語
以
来
の
書
に
、
九
万
八
千
軍
神
と
云
事

見
え
た
り
、
然
れ
共
軍
神
に
は
非
ず
、
九
万
八
千
夜
叉
神
は
、
人
に
祟
を
な
し
、

障
難
を
施
す
事
を
好
む
悪
神
な
る
故
、
中
古
以
来
の
武
士
是
を
祭
り
、
我
身
方

に
し
て
、
敵
方
に
祟
を
な
さ
し
め
ん
と
欲
し
て
、
推
し
て
是
を
軍
神
と
し
て
、

九
万
八
千
軍
神
と
称
し
習
は
せ
る
成
べ
し
（
以
下
略
）

と
説
き
、
荒
神
や
夜
叉
を
も
「
天
竺
の
神
」
と
し
て
否
定
す
る
。
そ
し
て
、「
日
本

の
軍
神
は
何
れ
の
神
ぞ
や
」
と
の
問
に
対
し
て
は
、

我
国
の
軍
神
は
大
己
貴
命
、
武
甕
槌
命
、
経
津
主
命
是
也
、
此
三
神
は
神
代

の
大
将
軍
に
て
、
悪
神
を
征
伐
し
給
ひ
し
、
勲
功
大
な
る
事
日
本
紀
神
代
巻

に
詳
に
見
え
た
り
、
日
本
の
武
士
は
、
此
三
神
を
こ
そ
、
軍
神
に
し
て
祭
る

べ
き
事
な
れ
、
何
ぞ
天
竺
の
神
を
祭
る
こ
と
あ
ら
ん
や
（
以
下
略
）

と
答
え
て
い
る
。

  

「
荒
神
経
に
見
ゆ
」
は
注
記
の
混
入
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
九
万
八
千
の
軍

神
」
と
い
う
、
兵
法
書
の
類
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
表
現
が
『
荒
神
経
』
に
よ
る

と
い
う
記
述
に
、
若
干
の
注
釈
を
加
え
て
お
き
た
い
。『
荒
神
経
』
は
、
現
在
一
般

に
『
仏
説
大
荒
神
施
与
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
）
40
（

』
を
指
し
、
現
在
ま
で
盲
僧
の
語
る

荒
神
経
も
、
こ
の
音
読
や
訓
読
で
あ
る
よ
う
だ
）
41
（

。
だ
が
、
こ
の
『
荒
神
経
』
本
文
に

は
、「
九
万
八
千
夜
叉
神
」「
九
億
九
万
八
千
七
百
七
十
二
神
」
と
い
っ
た
記
述
は
見

え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒
神
信
仰
に
伴
っ
て
「
九
万
八
千
」
な
ど
の
数
が
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
最
近
、
高
橋
悠
介
が
翻
刻
・
紹
介
し
た
『
荒
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［「軍神」（いくさがみ）考］……佐伯真一

神
縁
起
事　

付
霊
瑞
』〔
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
・
高
野
山
三
宝
院
寄
託
）
42
（

〕
は
、
正
和

五
年
（
一
三
一
六
）
の
本
奥
書
を
有
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
、「
荒
神
経
ニ
云
」
と

し
て
「
舎
利
弗
尊
者
ニ
荒
神
告
テ
宣
ク
、
世
間
出
世
所
作
事
ニ
、
我
先
祭
ル
ヘ
シ
、
凡
諸

神
荒
神
御
前
九
億
四
万
三
千
四
百
九
十
荒
神
也
」〔
七
ウ
〕
云
々
と
の
記
事
が
あ
り
、

ま
た
、「
九
万
八
千
金
（
余
―
異
本
）
尊
主
ハ
皆
是
舎
那
心
王
」〔
六
ウ
〜
七
オ
〕、「
撥

二
遣
ス
ル
過
去
現
在
未
来
ノ
各
九
万
八
千
夜
叉
一ヲ
也
」〔
四
〇
オ
〜
ウ
〕、「
過
去
九
万
八
千

ノ
夜
叉
ヲ
撥
遣
ル
也
」〔
四
〇
ウ
〕、「
現
在
九
万
八
千
夜
叉
ヲ
撥
意
也
」〔
四
〇
ウ
〕、「
未

来
九
万
八
千
夜
叉
ヲ
撥
也
」〔
四
二
ウ
〕
と
、「
九
万
八
千
夜
叉
」
の
語
も
頻
出
す
る
。

　

ま
た
、
明
応
八
、九
年
か
ら
文
亀
年
間
（
一
四
九
九
〜
一
五
〇
四
）
頃
の
成
立
と

さ
れ
る
吉
田
兼
倶
本
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
巻
一
や
、
永
正
十
一
年
か
ら
十
五
年

（
一
五
一
四
〜
一
八
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
清
原
宣
賢
本
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
）
43
（

』、

さ
ら
に
は
、元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
成
立
し
た
吉
田
神
道
の
書
と
さ
れ
る
『
神

道
名
目
類
聚
鈔
』
巻
五
「
荒
神
祭
」
の
項
）
44
（

な
ど
に
も
、
類
似
の
記
述
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
兼
倶
本
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
を
引
い
て
み
よ
う
（
註
43
書
に
よ
る
）。

人
々
不
レ
守
二
自
己
ノ
神
一ヲ

、
別
可
レ
有
二
荒
神
一
也
、
人
ニ
ハ
九
万
八
千
五
百
七
十

二
之
荒
神
ア
リ
、
是
ハ
如
影
随
形
也
、
八
万
四
千
ノ
毛
孔
ニ
各
有
レ
神
也
、
ソ

レ
ニ
有
二
九
竅
一
、
々
々
ハ
、
一
竅
ニ
各
有
二
一
千
六
百
十
九
神
一
、
合
為
二
一
万

四
千
五
百
七
十
二
一ト

ヲ
、
前
ノ
八
万
四
千
ニ
合
ス
レ
ハ
、
以
上
九
万
八
千
五
百

七
十
二
神
也
、
其
眷
属
ハ
九
億
四
万
三
千
四
百
九
十
二
神
也

伊
勢
貞
丈
が
荒
神
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
見
た
の
か
、
さ
だ
か
で
は
な

い
が
、
中
世
に
荒
神
信
仰
に
伴
っ
て
「
九
万
八
千
」
と
い
っ
た
数
が
盛
ん
に
説
か
れ

た
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
り
、「
九
万
八
千
の
軍
神
」
と
い
う
言
葉
が
、
そ

の
影
響
下
に
成
立
し
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
兵
法
書
な
ど
に
見
え
る
「
軍
神
」

信
仰
成
立
の
背
景
と
し
て
、
こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
伊
勢
貞
丈
は
、
摩
利
支
天
な
ど
の
密
教
的
な
神
仏
を
ま
つ
る
信
仰
や

呪
術
を
批
判
し
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
見
え
て
い
た
よ
う
な
日
本
在
来
の
神
を
ま
つ
る

べ
き
だ
と
説
く
わ
け
だ
が
、そ
の
論
述
は
、武
士
の
「
軍
神
」
信
仰
が
、武
甕
槌
命
（
鹿

島
）
や
経
津
主
命
（
香
取
）
で
は
な
く
、
摩
利
支
天
な
ど
の
密
教
的
な
神
仏
に
向
け

ら
れ
て
い
た
状
況
を
、
逆
説
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
兵
法

書
に
説
か
れ
る
よ
う
な
「
九
万
八
千
の
軍
神
」
な
ど
と
い
っ
た
記
述
が
、『
梁
塵
秘
抄
』

に
歌
わ
れ
た
よ
う
な
日
本
の
在
来
の
有
力
な
在
地
神
へ
の
信
仰
の
正
統
な
継
承
と
し

て
生
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
兵
法
書
な
ど
に

見
え
る
「
軍
神
」
信
仰
に
つ
い
て
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の

能
力
で
は
と
う
て
い
不
可
能
だ
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
中
世
に
、
日
本
土
着
の
神

祇
信
仰
と
、
密
教
な
い
し
修
験
の
信
仰
や
陰
陽
道
な
ど
が
複
雑
な
習
合
を
遂
げ
、
合

戦
に
お
け
る
勝
利
と
い
う
武
士
の
切
実
な
要
求
に
応
じ
て
、
民
間
の
宗
教
者
が
雑
多

な
呪
術
的
信
仰
を
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
未
だ
そ
う
し
た
信
仰
の
影

響
を
受
け
て
い
な
い
『
梁
塵
秘
抄
』
や
軍
記
物
語
の
「
軍
神
」
記
述
は
、
そ
れ
ら
と

は
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

❺「
軍
神
」と「
血
祭
り
」

　

さ
て
、
右
に
見
て
き
た
「
九
万
八
千
の
軍
神
」
に
類
す
る
記
述
は
、
前
述
の
よ
う

に
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
巻
四
「
小
二
郎
か
た
ら
ひ
ゑ
ざ
る
事
」
の
五
郎
の
言
葉
に

も
見
え
る
。
岩
波
旧
大
系
（
底
本
は
十
行
古
活
字
本
）
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。

い
ざ
や
、
こ
の
事
も
れ
ぬ
先
に
、
小
二
郞
が
細
首
う
ち
お
と
し
、
九
万
九
千
の

軍
神
の
血
ま
つ
り
に
せ
ん
。
わ
れ
ら
が
し
た
る
と
は
、
誰
か
し
る
べ
き
。

真
名
本
で
は
、
敵
討
計
画
の
露
顕
を
恐
れ
て
小
次
郞
を
斬
っ
て
し
ま
え
、
と
い
う
五

郎
の
言
葉
は
あ
っ
て
も
、「
九
万
九
千
の
軍
神
の
血
祭
り
」
に
類
す
る
言
葉
は
な
い

（
真
名
本
で
は
「
軍
神
」
の
用
例
を
検
出
で
き
な
い
）。
ま
た
仮
名
本
で
は
概
ね
こ
の

文
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、「
九
万
九
千
」
は
、
太
山
寺
本
）
45
（

で
は
「
九
万
八
千
」

で
あ
り
、
彰
考
館
本
・
万
法
寺
本
・
南
葵
文
庫
本
も
太
山
寺
本
と
同
様
で
あ
る
と
い

う
）
46
（

。
従
っ
て
、
右
に
見
て
き
た
兵
法
書
な
ど
の
「
九
万
八
千
の
軍
神
」
と
い
う
言
葉

に
類
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
第
三
章
に
引
用
し
た
『
倭
国
軍
記
』
の
場
合
、
寛
文
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九
年
版
で
は
、
軍
神
の
眷
属
の
神
を
「
八
万
八
千
」
と
す
る
。
こ
の
数
に
は
多
少
の

揺
れ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

  

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
た
だ
「
九
万
九
千
（
八
千
）
の
軍
神
」
と
い
う
語
句
が

見
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
血
ま
つ
り
」
と
い
う
言
葉
に
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
用
法
は
、
工
藤
祐
経
を
討
つ
と
い
う
大

願
の
前
に
、
小
次
郞
の
首
を
打
ち
落
と
し
て
軍
神
の
血
祭
り
に
す
る
と
い
う
の
だ
か

ら
、
先
に
見
た
軍
記
物
語
の
、
戦
い
の
初
め
に
首
を
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い
う
表

現
に
極
め
て
近
い
。
こ
れ
は
、
軍
記
物
語
に
見
え
た
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い
う
観

念
と
、
兵
法
書
な
ど
に
見
え
た
「
九
万
八
千
の
軍
神
」
と
い
う
概
念
の
結
び
つ
い
た

例
と
考
え
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
血
祭
り
」
と
い
う
概
念
を
、
軍

記
物
語
に
見
え
た
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い
う
言
葉
の
後
継
者
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
た
い
。

  

「
血
祭
り
」
の
用
例
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
角
川
古
語
大
辞
典
』
な
ど
で
も
、

『
曽
我
物
語
』『
日
葡
辞
書
』『
三
河
物
語
』『
関
八
州
古
戦
録
』
な
ど
が
古
く
、
室

町
時
代
よ
り
も
前
に
遡
る
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。『
日
葡
辞
書
』（
前
掲
註
28
）
で

は
、“Chim

atcuri ”

（
チ
マ
ツ
リ
）
項
に
、「
戦
闘
の
始
め
に
当
た
っ
て
、
敵
の
だ

れ
か
を
殺
し
た
時
、戦
勝
を
祈
願
し
て
軍
の
神
（Cam

i

）
に
供
え
る
血
の
い
け
に
え
」

と
あ
る
他
、“M

atcuri ”

（
マ
ツ
リ
）
項
に
も
、“Icusagam

ini chiuo m
atcuru ”

（
軍
神
に
血
を
祭
る
）
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
、「
戦
争
の
神
（Cam

i
）
に
、
敵
に
流

さ
せ
た
最
初
の
血
を
捧
げ
る
、
す
な
わ
ち
、
い
け
に
え
と
し
て
捧
げ
る
」
と
解
説
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
比
較
的
古
い
用
例
の
一
つ
と
し
て
、
文
禄
の
役
の
従
軍
記
で
あ

る
『
吉
野
甚
五
左
衛
門
覚
書
』〔
吉
野
日
記
）
47
（

〕
に
、
釜
山
に
攻
め
込
ん
だ
日
本
軍
が
、

朝
鮮
の
人
々
が
助
け
を
請
う
の
に
対
し
、「
夫
を
も
み
か
た
聞
付
ず
、
き
り
つ
け
う

ち
す
て
ふ
み
こ
ろ
し
、
是
を
い
く
さ
が
み
の
ち
ま
つ
り
と
、
女
男
も
犬
猫
も
、
皆
き

り
す
て
て
、
き
り
く
び
は
三
万
程
と
ぞ
見
へ
に
け
り
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
ま
た
、「
軍
神
」
と
結
び
つ
い
た
用
例
は
、
他
に
も
、
近
松
浄
瑠
璃
「
堀

川
波
鼓
」
の
「
是
で
客
に
行
っ
た
ら
ば
祇
園
祭
で
は
な
う
て
。
軍
神
の
血
祭
ぢ
ゃ
と

笑
ひ
て
こ
そ
は
別
れ
け
れ
」〔
岩
波
旧
大
系
『
近
松
浄
瑠
璃
集
・
上
』〕
な
ど
が
あ
る
。

  

現
代
の
辞
典
類
の
「
血
祭
り
」
の
解
説
に
は
多
少
揺
れ
が
あ
る
。『
日
本
国
語
大

辞
典
』
で
は
、

出
陣
の
際
、
間
者
や
敵
方
の
者
な
ど
を
殺
し
士
気
を
奮
い
た
た
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
戦
い
の
は
じ
め
に
敵
を
切
る
こ
と
。
未
開
社
会
以
来
、
血
の
呪
力
は
圧
倒

的
で
あ
り
、
供
犠
・
盟
約
・
復
讐
の
観
念
と
む
す
び
つ
い
て
宗
教
的
意
味
を
も

っ
た
。

と
あ
り
、
合
戦
の
初
め
に
人
を
殺
す
こ
と
そ
の
も
の
が
「
血
祭
り
」
で
あ
る
と
す
る

よ
う
に
読
め
る
。
一
方
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、

合
戦
の
開
始
前
、
あ
る
い
は
開
始
早
々
に
敵
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
つ
な
が
る
も

の
）
を
殺
す
こ
と
の
、
文
学
的
表
現
。「
軍
神（
い
く
さ

が
み

）を
祭
る
・
祝
ふ
」
と
表

現
さ
れ
る
も
の
と
、
事
実
と
し
て
は
等
し
く
、
両
表
現
と
も
に
知
識
と
し
て
は
、

漢
語
「
血
祭
」「

」「
釁
」
な
ど
の
、
供
犠
し
て
社
禝
を
祭
る
意
が
働
い
て
お

り
、
中
世
軍
法
家
の
説
に
は
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
な
が
ら
、

敵
首
に
荏
油
を
塗
り
歯
黒
め
を
し
、
額
に
犬
鳥
の
文
字
を
書
き
、
梨
の
木
片
を

頭
に
挿
し
、
酒
を
か
け
て
祭
る
と
、
合
戦
に
勝
利
を
得
る
こ
と
疑
い
な
し
な
ど

と
記
し
て
い
る
〔
訓
閲
集
口
伝
大
事
・
可
祭
敵
験
首
事
〕。
転
じ
て
は
広
く
、
最

初
の
戦
果
を
い
う
。

と
、「
文
学
的
表
現
」
と
し
つ
つ
、
儀
礼
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
、『
訓
閲
集
』

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
『
訓
閲
集
』
は
、
多
様
な
諸
本
を
有
す
る
作
品
だ
が
（
前
掲
註
21
石
岡
久
夫
『
日

本
兵
法
史
』
参
照
）、
幸
い
近
年
、
上
泉
信
綱
か
ら
新
陰
流
の
師
範
家
で
あ
る
細
川

藩
林
家
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
伝
本
の
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
）
48
（

、
と
り
あ
え
ず

そ
の
巻
十
「
首
祭
り
の
法
」
を
引
用
し
た
い
。

首
祭
り
の
法　

あ
る
い
は
血
祭
り
と
も
云
う

軍
神
へ
首
を
祭
る
こ
と
は
、
合
戦
に
打
勝
ち
た
る
時
、
何
し
ら
ず
首
一
ツ
酒
に

て
洗
い
首
の
額
に
荏
の
油
を
塗
り
、
梨
の
木
の
串
に
貫
き
て
坤
の
方
へ
向
け
て
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備
え
置
き
、
首
の
後
よ
り
頂
き
に
酒
を
杓
に
て
三
度
か
け
る
。
こ
れ
を
首
祭
り

と
云
う
。（
以
下
略
）

こ
の
後
、
味
方
の
首
を
敵
が
祭
っ
て
い
る
と
聞
い
た
時
は
「
祭
り
返
し
」
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
烏
に
荏
の
油
を
塗
り
、
串
を
刺
し
通
し
て
敵
に
向
け
て
立
て
置

く
な
ど
の
作
法
が
説
か
れ
る
。『
訓
閲
集
』
諸
本
の
全
体
的
把
握
は
筆
者
に
は
困
難

だ
が
、寓
目
し
た
内
閣
文
庫
本
『
小
笠
原
家
軍
伝
』（
石
岡
久
夫
に
よ
れ
ば
『
訓
閲
集
』

の
小
笠
原
流
水
島
系
の
伝
本
の
一
つ
）
巻
十
）
49
（

に
も
、
概
ね
同
様
の
記
述
が
見
い
だ
せ

る
。

　

ま
た
、
小
笠
原
昨
雲
『
軍
法
侍
用
集
』（
前
掲
註
29
）
巻
三
・
二
一
「
ち
ま
つ
り
の

事
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

初
め
て
捕
り
た
る
首
を
ま
つ
る
こ
と
を
、
ち
ま
つ
り
と
い
ふ
な
り
。
九
万
八
千

の
軍い
く
さ
か
み神
に
む
か
ひ
、
手
を
合
は
せ
て
南な

む無
摩ま
り
し
そ
ん
て
ん

利
支
尊
天
を
は
じ
め
奉
り
、
一

切
九
万
八
千
の
軍い
く
さ

の
御
神
、
今
日
の
首
あ
た
へ
給
ふ
の
所
、
偏
に
武
運
高
名

の
貴き
め
う妙

な
り
。
弥
い
よ
い
よ

武
運
長
久
と
祈
り
、
友と
も
び
き引

の
方
に
む
か
ひ
、
四
天
王
の

八は
つ
き鬼

を
念
じ
、
九く

魔ま
わ
う王

神じ
ん

に
そ
な
へ
ま
つ
り
て
、
味
方
の
勝
利
、
我
が
身
の
武

運
長
久
と
守
り
給
へ
。
急き
う
き
う々

如に
よ

律り
つ
り
や
う令

と
い
の
る
べ
し
。
必
破は

軍ぐ
ん

に
む
か
ふ
べ

か
ら
ず
。

『
訓
閲
集
』
の
記
す
よ
う
な
儀
礼
は
な
く
、「
初
め
て
捕
り
た
る
首
を
ま
つ
る
」
と
い

う
点
で
は
、
軍
記
物
語
の
「
軍
神
」
記
述
に
通
う
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
兵
法
家
達
の
間
に
、「
軍
神
へ
首
を
ま
つ
る
」
と
い
う
「
血
祭
り
」

の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
軍
記
物
語
に
記
さ

れ
る
「
軍
神
を
ま
つ
る
」
行
為
、
あ
る
い
は
そ
の
言
葉
に
こ
め
ら
れ
た
意
識
を
ど
こ

か
で
継
承
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
そ
う
考
え
る
た
め
に
は
、
こ

の
言
葉
の
来
歴
を
も
う
少
し
検
証
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
も『
角
川
古
語
大
辞
典
』

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
類
似
の
漢
語
に
「
血
祭
」（
ケ
ッ
サ
イ
）
が
あ
り
、「
犠
牲
の

血
を
供
へ
て
ま
つ
る
こ
と
」〔
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』〕
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
周

礼
』
春
官
・
太
宗
伯
に
、「
以
二
血
祭
一
祭
二
社
稷
、
五
祀
、
五
嶽
）
50
（

一
」
と
あ
り
、『
礼
記
』

郊
特
牲
第
十
一
に
、「
血
祭
、
盛
レ
気
也
）
51
（

」
と
あ
る
。
も
し
も
、
和
語
「
血
祭
り
」
が
、

こ
の
漢
語
「
血
祭
」
の
和
訳
と
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
古
く
か
ら
の
日
本

の
武
士
の
意
識
の
継
承
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
漢
語

「
血
祭
」
は
、
基
本
的
に
動
物
の
血
を
用
い
る
儀
礼
で
あ
っ
て
、
人
間
の
血
や
首
を

供
え
る
合
戦
の
儀
礼
で
は
な
い
。
ま
た
、
和
語
「
血
祭
り
」
の
用
例
は
、『
訓
閲
集
』

の
よ
う
な
例
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
具
体
的
な
儀
礼
を
意
識
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
こ
と
に
加
え
、
む
し
ろ
通
俗
的
な
書
物
に
多
く
見
い
だ
さ
れ
、
漢
籍
の

知
識
に
富
む
階
層
が
生
み
出
し
た
言
葉
に
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、「
血
祭
り
」

を
「
血
祭
」
の
和
訳
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。「
血
祭
り
」
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
「
軍
神
」
に
首
を
ま
つ
る
日
本
の
武
士
の
意
識
の
延
長
上
に
考
え
る
の
が
穏

当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漢
語
「
血
祭
」
が
和
語
「
血
祭
り
」
と
全
く
無
縁
で
あ
る
と
も

言
い
切
れ
な
い
。
や
は
り
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
犠
牲
の
血

を
器
に
塗
っ
て
神
に
祭
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
釁
」（
キ
ン
）
と
い
う
文
字
が
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
に
は
「
釁
、
血
祭
也
。
象
レ
祭
レ
竈
也
」〔
同
治
十
二
年
版
・
中
華
書
局

影
印
本
に
よ
る
〕
と
説
明
さ
れ
、諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
ち
ぬ
る
、ち
ま
つ
り
」

の
訓
を
宛
て
る
の
だ
が
、
こ
の
「
釁
」
の
用
法
に
は
、
人
を
殺
し
て
そ
の
血
を
鼓
に

塗
る
と
い
う
、「
釁
鼓
」（
キ
ン
コ
）と
呼
ば
れ
る
行
為
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
後
漢
書
』

竇
融
列
伝
第
十
三
に
、「
斬
二
温
禺
一
以
釁
レ
鼓
、
血
二
尸
逐
一
以
染
レ
鍔
）
52
（

」
と
あ
る
の
は
、

敵
の
匈
奴
王
温
禺
や
尸
逐
を
斬
り
、そ
の
血
を
鼓
や
刃
に
塗
っ
た
意
で
あ
り
、「
血
祭
」

に
類
す
る
行
為
の
中
に
、
戦
い
に
お
い
て
敵
の
血
を
用
い
る
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
例
は
、
漢
語
「
血
祭
」
か
ら
和
語
「
血
祭
り
」

が
生
ま
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
国
で
も
日
本
で
も
、
わ

ず
か
な
史
料
な
が
ら
、
戦
争
に
際
し
て
敵
の
血
や
首
を
生
贄
に
近
い
感
覚
で
用
い
る

習
俗
が
存
在
し
た
と
い
う
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
、
こ

の
問
題
を
こ
れ
以
上
掘
り
下
げ
る
事
は
で
き
な
い
が
、
黒
田
日
出
男
前
掲
註
６
論
文

の
問
題
提
起
を
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
見
え
て
き
た
よ
う
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に
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
論
旨
を
整
理
し
て
お
く
。
従
来
、
軍
記
物
語
に
見
え
る
「
軍
神
」
と
、『
梁

塵
秘
抄
』
に
見
え
る
「
軍
神
」、
兵
法
書
の
類
に
見
え
る
「
軍
神
」
を
、
基
本
的
に

同
じ
範
疇
の
中
で
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
三
者
は
重
な
り
合

う
こ
と
が
少
な
く
、
ま
ず
は
各
々
別
の
も
の
と
し
て
扱
う
と
こ
ろ
か
ら
考
察
を
始
め

る
方
が
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
。
ま
ず
、
軍
記
物
語
の
「
軍
神
」
は
、
合
戦
で
敵
の
首

を
取
る
こ
と
を
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い
う
表
現
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
武
士
た

ち
が
か
つ
て
首
を
生
贄
に
供
え
て
い
た
実
感
に
即
し
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
は
強
い

が
、
そ
の
儀
礼
の
実
態
は
不
明
で
あ
り
、
特
定
の
神
格
を
祀
る
様
子
は
窺
え
な
い
。

ま
た
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
歌
わ
れ
る
「
軍
神
」
は
、軍
事
的
・
武
的
性
格
を
帯
び
た
神
々

を
列
挙
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、そ
れ
ら
の
神
々
が
、近
在
以
外
の
武
士
一
般
に「
軍
神
」

と
し
て
祀
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
合
戦
現
場
で
首
を
取
っ
て
ま
つ
る
「
軍

神
」
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、兵
法
書
な
ど
に
見
え
る
「
軍
神
」

は
、
中
世
の
主
に
後
期
に
、
合
戦
に
お
け
る
勝
利
を
望
む
武
士
た
ち
の
祈
願
に
応
じ
、

密
教
な
ど
の
影
響
下
に
展
開
し
た
雑
多
な
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
神
仏
で
あ
り
、
軍

記
物
語
に
描
か
れ
た
「
軍
神
」
を
継
承
す
る
も
の
で
も
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
見
ら
れ

る
在
来
の
神
祇
信
仰
を
継
承
す
る
も
の
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
中
世
後

期
以
降
の
「
軍
神
」
に
関
わ
る
記
述
の
中
に
は
、
軍
記
物
語
の
よ
う
な
首
を
ま
つ
る

「
軍
神
」
に
通
う
も
の
も
僅
か
な
が
ら
見
い
だ
さ
れ
、「
血
祭
り
」
と
い
う
語
彙
に
は
、

そ
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
軍
記
物
語
に
見
え
る
、
首
を
ま
つ
る
「
軍

神
」
が
、
神
に
生
贄
を
供
え
る
感
覚
に
基
づ
く
言
葉
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
問

題
は
、
そ
う
し
た
言
葉
の
広
が
り
や
兵
法
書
の
類
の
精
査
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
全

体
に
お
け
る
同
様
の
事
例
の
検
討
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

（
1
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）。

（
2
）　
『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
一
九
八
二
年
六
月
）。

（
3
）　
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
七
九
年
三
月
）。

（
4
）　

依
拠
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。『
延
慶
本
平
家
物
語
（
一
〜
六
）』
影
印
（
汲
古
書
院

一
九
八
二
〜
八
三
年
）。『
長
門
本
平
家
物
語
（
一
〜
四
）』
翻
刻
（
勉
誠
出
版
二
〇
〇
四
〜

〇
六
年
）。『
源
平
盛
衰
記
慶
長
古
活
字
版
（
一
〜
六
）』
影
印
（
勉
誠
社
一
九
七
七
〜
七
八
年
）。

覚
一
本
は
岩
波
旧
大
系
（
一
九
六
〇
年
）。
句
読
点
な
ど
は
私
意
に
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。

（
5
）　

も
っ
と
も
、
盛
衰
記
の
A
は
そ
の
日
の
最
初
の
合
戦
で
は
な
い
点
、
異
色
の
記
述
と
見
る
濱

中
修
「
巴
の
神
話
学
―
『
源
平
盛
衰
記
』
を
中
心
に
―
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
創
刊
号
〔
通

巻
四
三
号
〕、
二
〇
一
一
年
三
月
）
の
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
盛
衰
記
E
も
、
同
C 

D
の
合

戦
と
同
日
の
う
ち
に
連
続
し
て
起
き
た
合
戦
に
お
け
る
場
面
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
盛
衰
記

で
は
、
新
た
な
敵
に
出
会
っ
て
戦
い
、
首
を
取
る
行
為
に
際
し
て
「
軍
神
に
ま
つ
る
」
と
い

う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（
6
）　

黒
田
日
出
男
「
首
を
懸
け
る
」（『
月
刊
百
科
』
三
一
〇
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）。

（
7
）　

中
澤
克
昭
「
中
世
城
郭
史
試
論
―
そ
の
心
性
を
探
る
―
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
二
編
一
一
号
、

一
九
九
三
年
一
一
月
。『
中
世
の
武
力
と
城
郭
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
年
九
月
再
録
）。

（
8
）　

阪
口
光
太
郎
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
見
え
る
二
神
協
働
譚
に
つ
い
て
」（『
延
慶
本
平
家

物
語
考
証
・
一
』
新
典
社
一
九
九
二
年
五
月
）。

（
9
）　

荒
井
源
司
『
梁
塵
秘
抄
評
釈
』（
甲
陽
書
房
一
九
五
九
年
六
月
）。

（
10
）　
「
滝
口
明
神
」（
小
鷹
明
神
）
は
、
旧
安
房
郡
白
浜
町
滝
口
村
（
現
千
葉
県
南
房
総
市
白
浜
町

滝
口
）、
ま
た
は
旧
安
房
郡
千
倉
町
牧
田
村
（
現
南
房
総
市
千
倉
町
牧
田
）
の
下
立
松
原
神
社

を
指
す
と
さ
れ
る
。

（
11
）　

こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
早
川
厚
一
・
佐
伯
真
一
・
生
形
貴
重
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語

評
釈
（
九
）
巻
五
後
半
』（
私
家
版
一
九
九
六
年
一
二
月
）、
清
水
由
美
子
「
読
み
本
系
『
平

家
物
語
』
の
方
法
―
州
崎
神
社
参
拝
記
事
と
八
幡
託
宣
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
代
中
世

文
学
論
考
』
一
二
集
、
新
典
社
二
〇
〇
四
年
五
月
）
参
照
。

（
12
）　

小
西
甚
一
『
梁
塵
秘
抄
考
』（
三
省
堂
一
九
四
一
年
一
一
月
）。

（
13
）　

乾
克
己
「『
梁
塵
秘
抄
』
の
四
句
神
歌
二
首
に
つ
い
て
」（『
梁
塵　

研
究
と
資
料
』
六
号
、

一
九
八
九
年
一
二
月
）。

（
14
）　

原
克
昭
「
熱
田
の
縁
起
と
伝
承
―
「
新
羅
沙
門
道
行
譚
」
を
め
ぐ
る
覚
書
―
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
五
年
一
二
月
。『
中
世
日
本
紀
論
考
―
註
釈
の
思
想
史
―
』
法
蔵
館

二
〇
一
二
年
五
月
再
録
）。

（
15
）　

高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
』
第
二
章
「
伊
勢
平
氏
の
展
開
」（
平
凡
社
一
九
八
四
年
五
月
）。

註
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（
16
）　

藪
田
嘉
一
郎
「
住
吉
大
神
と
そ
の
鎮
座
処
「
玉
野
国
渟
名
椋
長
岡
玉
出
峡
墨
江
御
峡
」
に
つ

い
て
」（『
日
本
古
代
文
化
と
宗
教
』
平
凡
社
一
九
七
六
年
一
一
月
）。

（
17
）　

八
木
意
知
男
「『
住
吉
大
社
神
代
記
』
と
歌
枕
（
二
）
―
梁
塵
秘
抄
二
四
九
番
歌
に
詠
わ
れ

た
軍
神
「
住
吉
」
に
よ
せ
て
―
」（『
す
み
の
え
』
一
六
二
号
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
）。

（
18
）　

水
原
一
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

平
家
物
語
・
下
』
二
三
一
頁
頭
注
（
新
潮
社

一
九
八
一
年
一
二
月
）。

（
19
）　

砂
川
博
「
延
慶
本
平
家
物
語
倶
利
伽
羅
落
の
生
成
」（『
文
学
』
一
九
七
五
年
七
月
。『
平
家

物
語
新
考
』
東
京
美
術
一
九
八
二
年
一
二
月
再
録
）、
水
原
一
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

平
家
物
語
・
中
』
一
九
二
頁
頭
注
（
新
潮
社
一
九
八
〇
年
四
月
）。

（
20
）　

深
沢
徹
責
任
編
集
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
・
三
』（
現
代
思
潮
新
社
二
〇
〇
四
年
三
月
）。

（
21
）　

石
岡
久
夫
『
日
本
兵
法
史　

上
・
下
』（
雄
山
閣
一
九
七
二
年
七
月
）。

（
22
）　
『
日
本
兵
法
全
集
6　

諸
流
兵
法
（
上
）』（
人
物
往
来
社
一
九
六
七
年
一
二
月
）。

（
23
）　
『
倭
国
軍
記
』
本
文
は
、
寛
文
九
年
版
本
・
天
理
図
書
館
蔵
写
本
・
國
學
院
大
学
蔵
写
本
・

神
宮
文
庫
蔵
写
本
を
比
較
の
上
で
校
訂
し
、
句
読
点
を
私
意
に
補
い
、
注
記
を
加
え
た
。
な
お
、

同
書
の
本
文
は
、
近
日
中
に
全
体
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
24
）　
『
群
書
解
題
・
三
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
六
〇
年
七
月
。
該
当
項
執
筆
は
島
田
貞
一
）。

（
25
）　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
序
・
刊
。『
日
本
兵
法
全
集
3　

北
条
流
兵
法
』（
人
物
往
来
社

一
九
六
七
年
九
月
）
所
収
。

（
26
）　

慶
安
二
年〔
一
六
四
九
〕奥
書
。『
日
本
兵
法
全
集
6　

諸
流
兵
法（
上
）』（
註
22
に
同
）所
収
。

（
27
）　

小
島
道
裕
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
「
資
料
紹
介　
『
出
陣
次
第
』
戦
国
時
代
の
戦

陣
故
実
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
三
集
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
28
）　
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
一
九
八
〇
年
五
月
）
に
よ
る
。

（
29
）　

古
川
哲
史
監
修
『
戦
国
武
士
の
心
得　
『
軍
法
侍
用
集
』
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
二
〇
〇
一

年
二
月
）
に
よ
る
。
底
本
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
版
。

（
30
）　
『
甲
陽
軍
鑑
大
成
・
本
文
篇
・
上
』（
汲
古
書
院
一
九
九
四
年
四
月
）
に
よ
る
。

（
31
）　

横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

謡
曲
集
・
下
』
八
九
頁
頭
注
三
一
（
岩

波
書
店
一
九
六
三
年
二
月
）。

（
32
）　

大
谷
節
子
「『
張
良
一
巻
書
』
伝
授
譚
考
―
謡
曲
「
鞍
馬
天
狗
」
の
背
景
―
」（
徳
江
元
正
編

『
室
町
藝
文
論
攷
』
三
弥
井
書
店
一
九
九
一
年
一
二
月
）。

（
33
）　
『
日
本
兵
法
全
集
2　

越
後
流
兵
法
』（
人
物
往
来
社
一
九
六
七
年
八
月
）。

（
34
）　

寛
永
十
六
年〔
一
六
三
九
〕奥
書
。
前
掲
註
22『
日
本
兵
法
全
集
6　

諸
流
兵
法（
上
）』所
収
。

（
35
）　

元
和
三
年
〔
一
六
一
七
〕
刊
。
前
掲
註
22
『
日
本
兵
法
全
集
6　

諸
流
兵
法
（
上
）』
所
収
。

（
36
）　

首
藤
善
樹
「
勝
軍
地
蔵
信
仰
の
成
立
と
展
開
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要
』
一
号
、

一
九
八
〇
年
三
月
）。

（
37
）　

今
井
啓
一「
日
羅
と
勝
軍
地
蔵
・
愛
宕
神
」（『
神
道
史
研
究
』五
巻
三
号
、一
九
五
七
年
五
月
）、

速
水
侑『
地
蔵
信
仰
』（
塙
新
書
一
九
七
五
年
一
一
月
）、小
和
田
哲
男『
呪
術
と
占
星
の
戦
国
史
』

（
新
潮
選
書
一
九
九
八
年
二
月
）、
黒
田
智
「
勝
軍
地
蔵
と
「
日
輪
御
影
」」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
九
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
。『
中
世
肖
像
の
文
化
史
』
ぺ
り
か
ん
社

二
〇
〇
七
年
二
月
再
録
）、
小
林
美
穂
「
中
世
に
お
け
る
武
士
の
愛
宕
信
仰
」（『
三
重
大
史
学
』

四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
な
ど
。

（
38
）　
『
新
潟
県
史
・
資
料
編
3　

中
世
一
文
書
編
Ⅰ
』
八
八
八
番
（
新
潟
県
一
九
八
二
年
三
月
）。

（
39
）　

伊
勢
貞
丈『
軍
神
問
答
』（『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』第
一
〇
編
。博
文
館
一
八
九
一
年
一
二
月
）。

（
40
）　
『
修
験
聖
典
』（
修
験
聖
典
編
纂
会
一
九
二
七
年
一
一
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
荒
神
信
仰
に
つ

い
て
は
、
高
橋
悠
介
氏
か
ら
多
く
の
示
教
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

（
41
）　

現
行
の
盲
僧
琵
琶
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
C 

D
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。『
日
本
音
楽
の
源
流

を
訪
ね
て
〜
東
南
ア
ジ
ア
篇
〜
マ
レ
イ
シ
ア
と
日
本
―
』（
ビ
ク
タ
ー
音
楽
産
業
一
九
七
七
年

五
月
。
荒
神
経
音
読
＝
小
川
行
舜
）。『
日
本
音
楽
ま
る
か
じ
り
』（
ビ
ク
タ
ー
伝
統
文
化
振
興

財
団
二
〇
〇
三
年
五
月
。
荒
神
経
演
奏
＝
城
戸
清
賢
）。『
伝
統
音
楽
の
す
す
め
〜
名
人
演
奏

と
共
に
』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
二
〇
一
〇
年
八
月
。
荒
神
経

訓
読
＝
吉
田
法
瑞
）。

（
42
）　

高
橋
悠
介
「
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
高
野
山
三
宝
院
寄
託
本
『
荒
神
縁
起
事　

付
霊
瑞
』
翻

刻
・
紹
介
」（『
巡
礼
記
研
究
』
第
八
集
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）。

（
43
）　

岡
田
荘
司
校
訂
『
兼
倶
本
・
宣
賢
本　

日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』（
続
群
書
類
従
完
成
会

一
九
八
四
年
七
月
）。

（
44
）　

佐
伯
有
義
校
訂
『
神
道
名
目
類
聚
鈔
』（
大
岡
山
書
店
一
九
三
四
年
五
月
）。

（
45
）　

村
上
美
登
志
校
註
『
和
泉
古
典
叢
書
10　

太
山
寺
本
曽
我
物
語
』（
和
泉
書
院
一
九
九
九
年

三
月
）。

（
46
）　

岩
波
旧
大
系
『
曽
我
物
語
』
一
八
二
頁
頭
注
九
（
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。

（
47
）　

続
群
書
類
従
二
〇
下
所
収
。
松
浦
氏
の
家
臣
で
小
西
行
長
軍
に
属
し
た
人
物
の
体
験
記
か
。

『
群
書
解
題
・
四
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
六
〇
年
一
二
月
。
該
当
項
執
筆
は
飯
田
久
雄
）

参
照
。

（
48
）　

赤
羽
根
大
介
校
訂
・
赤
羽
根
龍
夫
解
説
『
上
泉
信
綱
伝　

新
陰
流
軍
学
『
訓
閲
集
』』（
ス
キ

ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
〇
八
年
七
月
）。

（
49
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
記
号
一
八
九
―
二
一
六
。
奥
書
に
「
天
正
八
年
二
月
三

日　

小
笠
原
入
道
長
時
判
」
と
あ
る
が
、
江
戸
前
期
頃
の
写
か
。

（
50
）　
『
周
礼
逐
字
索
引
』（
商
務
印
書
館
一
九
九
三
年
一
一
月
）
に
よ
る
。
返
点
は
私
意
。

（
51
）　

竹
内
照
夫
『
新
釈
漢
文
大
系　

礼
記
・
中
』（
明
治
書
院
一
九
七
七
年
八
月
）
に
よ
る
。

（
52
）　

渡
邉
義
浩
・
堀
内
淳
一
・
島
田
悠『
全
訳
後
漢
書
第
十
二
冊
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）

に
よ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月
二
四
日
の
説
話
文
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
黒
田
智
氏
の
報
告
「
水
の
神
の
変
貌
」
に
接
し
、
勝
軍
地
蔵
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に
関
わ
る
研
究
に
つ
い
て
、
知
見
を
得
た
（
註
37
に
引
い
た
論
考
の
一
部
）。
ま
た
、
滋
賀
県
立
安

土
城
考
古
博
物
館
で
、
二
〇
一
一
年
秋
季
特
別
展
「
武
将
が
縋
っ
た
神
仏
た
ち
」
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
会
期
終
了
後
に
知
り
、
展
示
図
録
の
み
を
見
た
。
図
録
に
収
載
さ
れ
た
解
説
は
有
意
義
な

も
の
だ
が
、
本
稿
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日
審
査
終
了
）
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This paper examines the term ikusagami, meaning god of war. An early example of the use of 

ikusagami is found in the collection of folk songs, Songs to Make the Dust Dance, later followed by 

examples in a number of war chronicles such as the Tale of the Heike. In the later medieval period, 

the term can often be found in books on military tactics. Previously, it appears that these three 

ikusagami found in the various war chronicles, in the Songs to Make the Dust Dance, and in the 

books on military tactics have all been basically classified in the same category. These three different 

expressions of ikusagami, however, rarely overlap each other in terms of their meaning, and a good 

approach would be to first consider them as independent entities, and then to explore and consider 

their differences.

Firstly, the ikusagami of the war chronicles is examined. In the Tale of the Heike several examples 

are found, and although there are differences among the various versions of the tale, in general an 

expression “offer to ikusagami” is mainly used; in this context this means to take the head of an enemy 

in battle. Similar examples can be seen in the Kotohira texts of the Tale of Hogen, the Record of Great 

Peace, and the Jikoji texts of the Jokyu-ki （Chronicle of Jokyu）. It is indicated that this expression 

meaning to take a head is derived from a custom where warriors would make an offering of a head 

as a sacrifice, and in fact, it is highly likely that the expression is based on this practice; however, 

the actual ritual of offering heads is unclear, and the possibility of worshipping a specific god as an 

individual ikusagami cannot be inferred.

In the Songs to Make the Dust Dance, we find the lines “ikusagami （these gods of war） live east of 

the barrier, Kashima-jingu Shrine, Katori-jingu Shrine, Suwa no Miya Shrine…,” which is probably a 

list of gods with military or martial characteristics; however, there are many unclear points as to why 

each god is referred to as an ikusagami. In any case, it is doubtful whether these gods were worshiped 

as ikusagami by the common warrior on the battlefield in other rural areas. It can be considered that 

these kinds of ikusagami are different from the ikusagami depicted in the war chronicles with their 

offerings of heads taken in battle. 

Next, ikusagami are often found in the so-called books of military tactics including the Heiho 

Hijyutsu Ikkansho （Secret Art of Tactics）, thought to have been compiled in the Kamakura period. 

They are mainly mentioned in the context of invoking protection and success in battle, which is also 

commonly found in the treatise Shutsujin Shidai （Procedures for Going into Battle）. The term is also 

quoted in the Aro Monogatari （the Tale of the Crow and Heron）and not just in the books of military 

tactics; however, in these books descriptions of offering an enemy’s head to ikusagami as seen in the 

Consideration on the Term “Ikusagami”（God of War）

SAEKI Shin’ichi
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war chronicles is rarely found （although there are a few exceptions, which will be explained later）. 

 In addition, the books of military tactics offer a vast range of gods both traditional and other than 

traditional to receive the prayers of warriors; Marishiten（a tutelary deity of samurais）and other 

various Shintoist and Buddhist deities can also be listed. In these books, an expression “ninety eight 

thousand ikusagami” often appears; despite this, the ikusagami of Japanese ancient times in rural areas 

such as Kashima, Katori or Suwa as found in the Songs to Make the Dust Dance hardly appear. The Edo 

period book Ikusagami: Questions and Answers written by Sadatake Ise refuted the concept of the 

“ninety eight thousand ikusagami” that appears in the world of the books on military tactics, and he 

also refuted the worship of Marishiten and other Shintoist and Buddhist deities as ikusagami. He went  

on to list Onamuchi no Mikoto, Takemikazuchi no Mikoto, and Futsunushi no Mikoto as Japanese 

ikusagami. His view is close to perceptions of the ikusagami in the rural Kashima or Katori mentioned 

in the Songs to Make the Dust Dance. Paradoxically what is revealed from Sadatake’s description is 

that belief in the ikusagami of medieval warriors was not an orthodox belief in the gods of heaven and 

earth, which is traditionally found in Japan and actually connects the Songs to Make the Dust Dance 

with Sadatake Ise; medieval warriors actually incorporated various deities and beliefs including belief 

in a vigorous, powerful and sometimes impetuous deity. It is probable that esoteric Buddhism, ascetic 

practices in the mountains, and the Way of Yin and Yang resulted in a complicated syncretic fusion,  

and in response to the warriors’ earnest demands for victory in battle, civilian religious figures created 

various kinds of magical belief. 

As described above, the ikusagami found in the war chronicles and those in the books of military 

tactics are different in nature; however, the phrase “a blood sacrifice to ninety eight thousand  

ikusagami” mentioned in the Tale of Soga, a book written entirely in kana syllabary, draws attention  

as a means to connect both concepts. Among the books on military tactics, Kinetsushu Volume 10 

describes “how to make an offering of a head to a deity” in which a ritual offering a head to ikusagami  

is mentioned. Although these are just a few examples, they can be regarded as a successor of the 

ikusagami depicted in the war chronicles. The true state of such “blood sacrifice” is not exactly  

known, which leads to the need to examine the relation with China. In terms of words, a relation with  

an originally Chinese word 血祭（kessai in Japanese pronunciation） needs to be considered; probably  

this word has a weak relation with the Japanese word 血祭り（chimatsuri, meaning blood sacrifice）,  
but with regard to the term 釁鼓（kinko） found in the History of the Later Han, and meaning killing 

a person and smearing their blood on a hand drum, it is possible to think about the similarity to the 

Japanese 血祭り（blood sacrifice）. 

 To answer the question whether the ikusagami to which a head is offered, as found in the war 

chronicles, is a term based on a sense of offering a sacrifice to a god, perhaps it is necessary to  

consider after careful examination of the expansion of such terms, classification of books of military 

tactics, and similar examples in the whole of East Asia.

Key words: Ikusagami, war chronicles, warriors, books on military tactics, blood sacrifice


